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TTIQ-性格検査の標準化

3気質類型・複合構造モデ、ルと 5性格特性次元にもとづく

質問紙法性格検査の作成一
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原著

The purpose of this study was a) to investigate the structure of personality types based 

on Kretschmer's three temperament type theory， b) to construct a new personality typological 

model， and c) to standardize a personality qu巴stionnairewhich was bas巴d on that new 

typological model. Additionally， common personality trait dimensions were investigated. 

First， many studies related on personality typology and psychopathology were reviewed and 

examined statistically and theoretically， and new typological model was constructed. The model 

was constructed thre巴 basictemperament types - cyclothymic temp巴ramenttype， schizothymic 

temperament type and collothymic temperament type. And each temperament type was 

constructed common dispositions and two personality types that have different features each 

other噂 Wecalled this model “three temp巴ramenttypes - composite structure model". This 

model was conformable with traditional psychopathological studi巴son personality. 

Second， We constructed a common trait dimensions based on VERAC-Personality Inventory 

and Big Five theory. The five trait dimensions were extro-introversion， emotional stability， 

thoughtfulness， general activity， and cautiousness. Then， we constructed a questionnaire which 

based on that typological model and five common trait dimensions， and standardized that. 

This qu巴stionnairecould classify personality (temperament) types and m巴asurecommon 

personality traits. 羽renamed this questionnaire “Type Trait Integrated Questionnaire 

(TTIQ)" 

序 論

ノξーソナリティを測定する方法にはさまざまなも

のがあるが，その測定法は背景となるパーソナリティ

理論に密接に関係している。したがって， パーソナ

リティの測定について検討する場合には，その理論

的背景となっているパーソナリティ理論自体を検討

することが必要になる。ところで，質問紙法検査の
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場合，その多くは特性論ないしは類型論にもとづく

ノξーソナリティ理論を基礎としているが，作成手続

きとして現在では一般的となっている因子分析等を

用いる場合，因子論にもとづく尺度構成法の方法論

的限界から，検査を構成する尺度及び測定結果のも

つ意味が一次元的になってしまう傾向がある。すな

わち，外向性という尺度を考えた場合，得点が高け

れば「外向的である」ということを意味し，それは
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同時に「内向的で、はない」ということを意味するこ

とになるのである削)。これは現在の質問紙法の形式

では，避けられない問題であるが，特性次元を測定

する場合には特に問題にならないとしても，パーソ

ナリティという複雑な全体像を類型という形で理解

する場合には，批判を招く一因となっていたことは

否めない。すなわち， Rohracher (1953)がいうよ

うに，類型というパターンは“さまざまな個体特徴

が偶然に寄り集まっているのではなく，互いに内的

に関係し合い，相互に規定しあっている"という性

質をもっ以上，類型は，特性尺度的な一次元的性質

とは異なる性質をもっている と考えられるのである。

したがって，特性と同じような尺度構成法の手続き

によって類型を測定することには問題があることに

なるであろう 。この問題は，類型論の代表的なもの

のひとつである Kretschmer(1955)の循環気質や分

裂気質という類型概念においては，特に顕著に表れ

る。すなわち，循環気質での“基本特徴の社交的，

善良，温和，毅切などの特徴が，軽操性の短から抑

うつ性の極に至るまでのあらゆる状態において見ら

れ，循環気質の人々の明朗さや陰欝さに，この気質

特有な色合いを与えている"という記述や，分裂気

質での “過敏かそうでなければ冷淡かというのでは

なく，分裂気質の人は過敏で同H寺にしかも冷淡なの

である"という記述内容は，相互に一貫しない傾向

が lつの類型内に含まれることを示すものであり ，

これを従来の一次元的尺度構成法で反映することは

むずかしいものといわなければならない。

そこで，従来の尺度構成法の考え方を使用しなが

ら，パーソナリティの多面性を理解する方法として，

者林 (1986b)はフラクタノレ概念を応用して類型と特

性を統合したパーソナ リティ ・モデ、/レを提案し，そ

れにもとづく質問紙法ノξーソナリティ検査 (VERAC-

PI，以下VPIと略す)を作成している。そこでは，類

型と特性を真の意味で統合したパーソナリティの記

述が可能になっている。すなわち，従来よくみられ

たような統合理論では，類型を特性の上位概念、とし

て位置づけ，特性プロフィ ー/レのパターンによって

類型が判定されるというように，類型と特性との関

係が，いくつかの特性をまとめたものが lつの類型

で、あって，それ以上の意味をもっていない“bottom-

up"式のパーソナリティ理論(たとえば Eysenck，

1953など)であったのに対してVPIでは，まず類型

を判定し，その上で特性プロフィーノレをみていくと

いうアプロ ーチをとっているのである。そこでは，

同ーの類型に分類された個人間でも異なる特性プロ

フィーノレを示す場合があるし， }jIJの類型に分類され

ても類似した特性プロフィ ールを示す場合もあると

仮定している。特に，後者のような特性プロフィー

ル上で類似したパターンを示しながら，異なる類型

に分類される場合，例えば外向性が 7点とすると，

従来では外向性に関しては同じ傾向をもっという意

味しかもたなかったのであるが， VPIでは個人の属

する類型が異なれば，特性尺度上における量的傾向

は等しいが，特性傾向の現れるスタイノレ(表現型)

という質的傾向は異なると考えるのである。したがっ

て，ここでは類型がどちらかといえば優先的な位置

づけをもっており ，いわば“top-down"のパーソナ

リティ理論と いえるものに芯っている。こうした特

性という“部分"に類型という“全体性"が反映さ

れている，すなわち部分に全体が含まれているよう

なモデ、/レは，数学的にはMandelbrot(1977)によっ

て“フラクタル (fractaD"として理論化されている

が，パーソナリティもこうした性質をもっていると

考えることができるというのである。

ところで，以上のような考え方によって作成され

たVPIは，類型が重要な意味をもっパーソナリティ

検査であるが，その類型は，背景となる Kretschmer

の理論に準じて“循環性"“分裂性ぺ“粘着性"の

3つで、あった。そして各類型を測定する尺度が一次

元的であるという点で，前述の問題の解決には十分

とはいえない という課題が残されていた。そこで木

研究では，その後の関連研究の成果を踏まえた上で

類型モデ、ルを再構築し，この類型概念とその測定尺

度をより精度の高いものとするとともに，特性尺度

についても再検討を行ない，類型 ・特性統合モテ、/レ

にもとづく新しい質問紙法検査を作成し，標準化を

行うことを目的とするものである。

注 1)桑原(1980他)は， TSPSとい う特性用語の言平定形式によって，パーソナリティの二面性を測定することを試みている。これ

は従来の一次元的パーソナリティ尺度とは異なり，相反するパーソナリティ傾向の共存を認めることを可能にしているが，内

務的にはパーソナリティ認知における二面性を測定するものであり ，パーソナリティ自体の二市性をとらえているかという点

については疑問が残されている。



予備的研究:3気質類型・複合構造モデルの設定

類型概念の検討

若林 (1984，他)は，これまで鎖型モデ、/レとして

Kretschmerの3気質類型論を基本として考えている

が，これは本類型論が臨床的な妥当性と有用性をも

つことに加えて， 一般大学往を対象とした青木 (197θ，

若林 (1982，1986b)の研究で，まったく日1)の資料，

方法を用いながら，因子分析によって同じように 3

気質類型を反映した因子構造を見いだしている とい

うこ とにもとづいている。ところで，若林が採用し

ている 3気質類型モテ、ルは， 集合論の考え方に基づ

いたもので，次のような特徴がある益2に すなわち，

類型の判定を，個人のパーソナリ ティ像と各類型の

中心となる典型像との距離によって行うことにより ，

各類型の典型的な特徴をもっ個人群とともに 2つ

以上の類型の特徴を備えた但し¥の存在を認め，それ

を “混合型"として位置づける。また，特に明l僚な

特徴をもたない個人は “不定型"として分頒されるう

これによって，類型論に対する批判の主要な論点で

ある "CIJ1'[¥'1型や移行型が無視され，ある個人を Iつ

の類型に入れる とき類型固有の而のみが注目され他

の面が見失われる (たと えば，Arnold，1969など)"

という問題に関して“混合型"という考え方で中間

型や移行型を とらえることによって一つの納'決案を

提示したのである e

さて，この 3気質類型モデ、ルをもとに，臨床的，

精神病理学的，および理論的検討を行った結果，各

類型には，表面的には一見相:矛盾するような特徴を

もっ個人が含まれるということが明らかにな った。

このような傾向は，たとえば，循環性気質型におい

ては顕著なものであり， Kretschmerのdiathetische

Proportion (素因配合的二百性)以来， I先に臨床的

にはli1fi認されている ものである。この点については，

前述のVPIにおいては，そこでの“循環性"が経践

的(高揚性の)内容をもっ項Hが中心であり， うつ

的(執着性の)内容をもっ項目が含まれていなかっ

たため，循環性の類型を測定するものとして 十分な

内容の広がり をもってお らず，したがってこのよう

な循環性気質とし、う類型の全体像を測定するには至つ
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ていなかったと考えられる e この問題は， VPIの標

準化に関する論文"1コにおいても，Jg)Eに指摘されてい

たのであるが，そこでは因子論的尺度構成を重視し

ていたために限界があった。そこで，このような傾

向を考慮、した上で、設定されたものが“二重構造モデ

ノレ"(若林， 1984)であったe 二重構造モデルは，3 

気質類型モデルをもとに，個々の類型の中にそれぞ

れ 1つずつの下位類型を設定することで， 1つの類

型の"1]に相反する傾向が共存するという精神病理学

的記述において指摘されている従来の問題点を解決

することを試みたものであった。このモデルによ っ

て，従来の多くの精神病理学的パーソナリティ理論

などを説明することができたものの，そこでは，ま

だし、くつかの間題が残されていたe たとえば，循環

性気質型を例にとると，二重構造モテ、ルて、は，問調

性が基本傾向であり ，その中で‘執着性が高い場合が

執着性絡を呈すると考えていた。したがって，循環

性気質の一部が執着性格であるという包含関係が似

定されており ，執着性絡以外の循環性気質の人が循

環性格(同調性絡)と考えていた。しかし， 実際問

題として，関連研究におけるデータをみても，また

臨床像に目を向けても，循環性気質型という類型に

含まれる人には，執着性絡，経繰性格，そして両者

の特徴を兼備するいわゆる循環性格というタイプが

存在している。このよ うな一つの気質類型内に抜数

の相互に複雑に闘速したタイ プの存在を仮定したまt~

型モテ‘ルという意味では，二重構造モデ、/レは不十分

なものであった。そこでより整合性の高いモデルを

構築するために，個々のパーソナリティ像について，

これまでの臨床的ならびに理論的研究成巣をもとに，

測定項目を用意し，それぞれのパーソナリティ傾向

の強さを測定したうえで，その相互関係について検

討することにした令

3気質類型・複合構造モデルの構築

そこでまず，基本類型は従来の 3気質類型とし、

各類型を構成する要因として，それぞれ 3つのパー

ソナリティ傾向(性協像)を設定した。この構成は，

後述する精神病理学:的研究およびパーソナリ ティ関

連諸研究の成果をもとに作成したものである。個々

(1:2) ここでは“気質"という HI訟を使川しているが.これはパーソナリティの必本的知型概念を表現するためであり.特に生則的
(身体的)な~素を含んでいることを意味するものではない。
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の類型を構成する内容の具体的なものは，以下のと

おりである c

循環性気質は，Bleuler (1911)， Bleuler&Bleuler 

(1960) ，布施 (1960)，平沢 (1962)，保科 (1962)， 

Kraus (1977)， Kretschmer (1955)，森山 (1968)， 

更井 ・箆本 ・1 松永 ・谷口 ・亀EB・東 (1983)，下回

(1941)， Tellenbach (1961)，若林 (1987)などの研

究を参考にして，向調性 (10項目)，高揚(軽繰)性

(12項目)，執着性 (13項目)の 3尺度を設定した。

それぞれの尺度の内容は，同調性が周囲との同調，

対人的積位性など，高揚性が心的テンポの速さ，快

活さなど，執着性が完全主義，徹底性などであり，

いずれも広い意味で‘の循環性気質圏に含まれるもの

である。

次に，分裂性気質は， Arieti (1955)， Binswanger 

(1957)， Bleuler (1911)， Bumk巴(1932)，Essen-

Moller (1946)， Ey (1975)， Hecker (1871)， 

Kahlbaum (1874)，木村(1976)， Kraepelin 

(1927)， Kretschmer (1955)， II!]山 ・大橋 (1975)， 

Minkowski (1953)，水上 (1979)，Nannarello 

(1953)， Skalweit (1934)， Spaulding & Cole 

(1983) ，内沼 ・斎藤(1979)，若林(1986a)，安永

(1977)などの研究を参考にして，分離性(11項目)，

敏感性(11項目)，独自性 (11項目)の 3尺度を設定

した。それぞれの尺度の内容は，分間![性が周囲から

の心理的距離の保持，対人的被刺激性の高さなど，

敏感性が神経質さ，対人緊張など，独自性が独断的

傾向，周囲との円滑な関係の欠如などである。これ

らはいずれも広い意味での分裂性気質圏に含まれる

ものである。

最後に，粘着性気質は，Enke (1953)， Janz 

(1962 ; 1968)，河合(1972)，木村(1974; 1986)， 

Kretschmer (1955)， Kretschmer&Enke (1936)， 

Leder (1969)， Minkowska (1923)， Rabe (1966; 

1970)， Tellenbach (1965)， Tizard (1962)，若林

(1986d) ，安永 (1980)などの研究を参考にして，直

接性(10項目)，緩慢性 (12項目)，顕示性(13項目)

の3尺度を設定した。それぞれの尺度の内容は，直

接性が時間的空間的無媒介性，感受性の鈍さなど，

緩慢性が堅実さ，くどさなど， 顕示性が子供っぽさ，

被H音;示性の高さなどである。これらのうち直接性と

緩慢性は，従来の粘着性気質圏に含まれるものであ

るが，顕示性はヒステ リー性格に対応するものであ

る。

次に，上記の項目をランダムに並べたものを印刷

した用紙を配布し 3件法(あてはまる，あてはま

らない，どちらともいえなしつで回答を求めた。対

象は大学 3-4回生で，有効回答は男子861名，女子

587名であった凶。そこで，各尺度ζ とに，各項目の

キー側への回答(あてはまる)を 2点，反対の回答

をO点，どちらともいえないを 1点として平均得点

と標準偏差を求めた。そして各尺度の高得点群(平

均得点よりも lSD以上の得点をとった被験者群)と

低得点群(平均得点よりも lSD以下の得点をとった

被験者群)をそれぞれ抽出し，基本 3類型ごとに相

互関係をみると Table1のようになった。なお，こ

の時点では尺度により分布状態がかなり異なるため，

各群の人数にはかなりばらつきがみられている。

この結果をまとめると以下のようになる。

1) 循環性気質 問調性が高い人の中には高揚性

または執着性がそれぞれ高い人も低い人もいるが，

同調性が低い人の中には高揚性または執着性が高い

人は少ない。したがって，高揚性または執着性が高

い場合には向調性が高いことが条例ことなっている e

なお，高揚性と執着性は比較的独立している。

2) 分裂性気質 分離性が高い人の中には敏感性

または独自性がそれぞれ高い人も低い人もいるが，

分離性が低い人の中には敏感性または独自性が高い

人は少ない。したがって，敏感性または独自性が高

い場合には分離性が高いことが条件となっている。

なお，敏感性と独自性はある程度独立している。

3) 粘着性気質・直接性が高い人の中には緩慢性

または顕示性がそれぞれ高い人も低い人もいるが，

直接性が低い人の中には緩慢性または顕示性が高い

人は少ない。 したがって，緩慢性または顕示性が高

い場合には直接性が高いことが条件と なっている。

なお，緩慢性と顕示性は比較的独立している。

これらの点を考慮した上で再構成されたものが

“3気質類型 ・復合構造モデノレ"である。このモデル

の構造は，基本 3気質類型の位置づけは，従来どお

りFig.1に示すようなものであるが，各気質類型の

内部構造が Fig.2のように仮定されている。循環性

it 3) ここでの被験者の大学生は.東京，神奈川.千葉， }奇玉の l都 3県に所在する大学に在籍する学生である。
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Table 1 各気質類型別|人jtf!Wi造(尺度)のl+1互関係(11rr J}UlfJ度)

{荷揚性 杉l~"i V.:l i()l着ド|

L H L H L l-I 青|

161 1-) 49 71 120 
(35) (50) (85) 

!日1 l-I 52 66 118 
(33) (48) (81) 

iW.台j一 ]-) 29 32 61 
(22) (20) (42) 

市M 説J j湯

性 L
62 11 73 
(41) (7) (48) け L

68 14 82 
(43) (12) (55) '~I: L 

25 36 61 
(21) (24) (45) 

III 82 193 
(76) (57) (133) 言i 120 80 200 

(76) (60) (136) 
青| 54 68 122 

(43) (44) (87) 

が =36.185仲 (24.477)** 
中=0.433 (0.429) 

30.733功拘(18.071)"';

0.392 (0.370) 

0.531 ( 0.283) 

-0.066 (-0.057) 

f政!.~~ 'f!t ~91 自他 独 自 性

1-1 青| L トl ~'I 1-1 

分 H 34 60 94 
(22) (43) (65) 

分 1-1 44 47 91 
(31) (32) (63) 

i政 H 28 23 51 
(20) (16) (36) 

~llf ~llf m .. ~ 

性 L
63 9 72 
(47) (8) (55) tg: L 

71 16 87 
(55) (10) (65) 十生 L 

31 25 56 
(23) (17) (40) 

言| 97 69 166 
(69) (51) (120) 

115 63 178 
(86) (42) (128) 

号| 59 48 107 
(43) (33) (76) 

x2 =44.198判 (32.470)持ド

中=0.516 (0.520) 

21.557同(18.193)件。348 (0.377) 

0.003 (0.030) 

0.005 (0.020) 

~Jj 不凶 緩 慢 性 緩慢性

L H L 1-1 号| L H 計

llif. 1-1 49 67 116 
(29) (44) (73) 

iu 1-1 44 60 104 
(29) (37) (66) 

顕 トl 32 13 45 
(21) (9) (30) 

J安 {安 アT、

性 L
61 27 88 
(39) (17) (56) L 55 21 76 

伯 (32) (13) (45) 性 L
34 29 63 
(24) (18) (42) 

110 94 204 
(68) (61) (129) 

99 81 180 
(61) (50) (111) 

青| 66 42 108 
(45) (27) (72) 

x2 = 16.212同(11.379)** 15.985料 (7.792)* 3.232( 1.236) 

中=0.284 (0.297) 0.298 (0.268) -0.173(ー0.131)

ドドP<.01， * < .05 各尺!支とも，H>X + IS0， L<X ー ISO
各セノレ内の数値は、」 段が男性、F段(カッコ 内)が女担lの人数を示す

気質型を例にとると，基本特徴として“向調性"が

位置づけられる。したがって，同調性の傾向を一定

以上備えていることが，循環性気質の第一条件にな

る。そして，その上て、高揚性の傾向が強い場合には

“高揚(軽繰)タイプ"執着性の傾向が強い場合に

は“執着(メランコリー)タイプ"阿方の傾向が強

い場合には“循環 (操欝)タイプ"と して，それぞ

れ位置づけられるのである(これらを下位類型とn乎

ぶ)。他の 2つの気質類型についても問機に考えてい

く。したがって，分裂性気質型の下位類型は，敏感

タイプ，独自タイプ，分裂タイプであり，粘着性気

質型の下位類型は，緩慢タイプ，顕示タイプ，粘着

タイ プである。このような内部構造を各類型がも っ

ていることを意味して，本モテ、ルを「被合構造モデ

ノレ」と名づけた。これによって，前述したような基

本類型内に含まれる一見矛盾したようなパーソナリ

ティ像の相互関係を構造的に理解することが可能に

なったといえよう。参考までに，ここで得られたデー

タをもとに尺度得点を因子分析したところ， Table 

2のような因子構造が得られた。この結果は，尺度聞

の関係を検討した前述の結果と一致しており，モデ

ルの妥当性を支持するものであるといえよう 。もち

ろんその一方で，数は少ないものの，このモデルに

よる出論的仮説に合致しない人も存在している。こ
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循環 性

Fig. 1 3気質類型モデ、/レ

循環性

一一E

などを他の検査や実験などによって比較検討する研

究を行った。具体的には，各下位類型の被験者ごと

にEPPS性絡検査 (Edwards著，!lE間野他訳， 1970) 

とEFT(Witkin， Oltman， Raskin， & Karp， 1971) 

を実施し，その結果について検討したものである(詳

細は，若林， 1986a， 1987， 1994)。ここで，複合構造

モデルの妥当惜の検討を行うためにEPPSとEFTと

いう 2つの検査を使用したのは，同検査が一般的な

ノ号ーソナリティ検査とは異なる側面を測定するもの

だからである。すなわち，一般的に行われるように

類似したパーソナリティ尺度との相関を求めること

によって併存的妥当性を検討するのでは，各下位類

分裂性 粘着仙

I *J1HHi I 

E日
Fig. 2 各気質主(jJ~)の内 fmh\';巡(複合桃造)モデル

れは 1つには質問紙法検査の限界あるいは測定項目

自体のもつ表現のあいまいさによるとも考えられる

が，実際にそのようなパー ソナリ ティ傾向をもっ人

が存在している可能性も否定できない。

下位類型聞の比較と基本 3気質類型

次に，このH寺点での項目群をもとに，3気質類型 ・

複合構造モデ、ルの妥当性を検討するため，各下位類

型に位置づけられた被験者群のパーソナ リティ傾向
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型が従来のパーソナ リティ測定尺度とどの程度類似

しているかが明らかにされるだけであり，各下位類

型間の関係(相違や関連性)を検討するためには十

分とはいえないと考えられる。そこで， Murrayの理

論に基づく顕在的欲求の強さについて測定する EPPS

と，認知スタイルとしての場依存性 独立性を測定

する EFTという内容的に異なる 2つの検査を使用す

るこ とによって， 下位類型尺度を構成する内容(パー

ソナリティ傾向)には含まれない側面(欲求と認知

スタイ/レ)から下位類型聞の関係について検討を行

うことで，各下位類型の内容的妥当性の検討を試み

たものである。なおEFTは，24枚の図版から構成さ

れているもので，各図版ごとに回答までの反応時間

を測定 し， 全図版への回答終了後，誤答;数をチェッ

クしてし、る。

被験者は， EPPSでは，各タイプごとに男女それぞ

れ80名(計480名)， EFTでは，各タイプごとに男

女それぞれ20名 (計120名)である。なお，ここで

のタイプ問の比較は，各気質類型とも対照的な 2つ

の下位類型(例えば循環性気質型では“高揚タイプ"



と“執着タイプ")について行い，両方の要素をもっ

下位類型(同じく“循環タイプ")は取り上げていな

し、。

その結果をまとめると以下のとおりであった。

①循環性気質型 EPPSで測定された尺度の中で，

下位類型同士を比較した結果，高揚タイプの被験者

は“顕示"と“変化"の得点が，執着タイプの被験

者は“達成"“秩序"“他者"“内罰"“持久"の

得点が他のタイプより も有意に高くなっていた。こ

れらの傾向は，循環性気質型という類型に含まれる

ノ号ーソナリティ像に従来精神病理学的，臨床的に認

められていたものと一致している。一方， EFTでは，

阿タイプ間に反応時間，誤答:数とも差は認められな

かった。

②分裂性気質型 EPPSで下位類型同士を比較し

た結果，敏感タイプの被験者は，喉序"“救護"“内

罰"の得点が，独自タイプの被験者は，“達成"“自

律"“支配"“攻撃"の得点が他のタイプよりも有

意に高くなっていた。これらの傾向は，分裂性気質

型という類型に含まれるパーソナリティ像に従来精

神病理学的，臨床的に認められていたものと一致し

ている e 一方， EFTでは，両タイプ問に反応時間，

誤答数とも差は認められなかった。

③粘着性気質型 :EPPSで下位頒型同士を比較し

た結果，緩慢タイプの被験者は，“秩序"“持久"の

得点が，顕示タイプの被験者は，“顕示"“救護"変

化"“攻撃"の得点が，他のタイ プより有意に高く

なっていた。一方，EFTでは，阿タイプ問に反応時

間，誤答数とも差は認められなかったの

以上の結果をみる限り， 3気質類型 ・後合構造モ

デノレを構成する 9尺度によって測定しているパーソ

ナリティ 分類は，経験的に妥当性があり ，弁別力が

あるといえよう e そして下位類型を設定することに

よって，従来の類型論のように少ない類型で大まか

な位置づけをすることから，パーソナリテ ィ績型を

絢l分化して判定することが可能になった。そしてこ

のパーソナリティ類型は従来の精神病J.1E学的研究の

成果とも整合性をもっているのである。

ところで，この結果は，下位類型が独立したノ号ー

ソナリティ類型であるということを意味するのであ

ろうか。もしそうであるならば，基本 3気質類型を

設定する必要はなくなってしまい，個々の下位類型

を並列的に設定すればよいことになる。この点につ
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いては， 同じ気質類型に含まれる下位類型同士の比

較だけでなく，基本 3類型問の比較も行う必要があ

る。そこで基本 3気質類型聞の比較を行ったところ，

各気質類型聞の相違の方が同ーの気質類型に含まれ

る下位類型間の相違に比べてより大きいことがわかっ

た。これはEFTの結果をみるとさらに明瞭になる。

EFTでは，と‘の気質類型でも，反応時間，誤答数と

も下位類型問では有意差が認められなかったが，こ

れを気質類型別に比較すると次のような相違が認め

られている。すなわち，反応時間では，“循環性"< 
“分裂性"<“粘活性"誤答数では，“循環性">“分

裂性-“*，!i着性"としづ傾向がある(以上P.<Ol)。

こうした反応時間は，質問紙法検査に対する回答(I~I 

己のパーソナリティ認知1)よりも本質的な個人差を

反映するとも考えられ，基本 3気質類型における相

違の方が，より基本的なパーソナリティを示してい

ると解釈できるのである。以上のことから，下位類

型間のEPPS尺度上の相違は，あくまでも両者を比

較するうえで表れてくるものであり ，そのタイプの

特徴を必ずしも反映しているとは限らず，共通の気

質類型に属する下位類型は，表現型が異なっている

ものの，気質レベノレの基本的な属性では共通性をもっ

ていると考えられる。

研究 1: 3気質類型・複合構造モデルにもとづくパー

ソナリティ類型測定尺度の再構成と標準化

目的

これまで述べてきた諸研究において使用されてい

た項目群をもとに，それを再検討し，新しい質問紙

法検査として再構成するとと もに，襟準化を行う 。

なお，本検査の適用対象は，現時点では，*研究の

標準化データを構成する大学生程度 (18歳から23歳

程度)とする。

方法

具体的な尺度桃成の手順は以下のとおりである。

①前述した 3気質類型 ・複合構造モデノレを検討す

る|燦に使用した項目君主をもとに，関連研究の成果を

参考にして，各尺度(パーソナ リテ ィ像)の測定内

容を構成するのに必要と思われる質問項目を加えた。

②既に用意されていた103項目と， ①で付加され

た27r頁目の計 130項目と虚偽尺度を構成する10項目を

同ーの用紙に印刷し，この質問紙を大学 3，4回生に

実施し回答を求めた。回答用紙には，データ処理!の
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効率化を考慮し，マークシート を使用した。なお，

回答を求めるための教示は，次のようなものである。

「以下に人間の性格や行動に関する文が項目として並

んでいます。各項目を読んで，その内容が自分にあ

てはまるかどうかを考え，あてはまる場合には「は

し、J，あてはまらない場合には「いいえ」にマークし

てください。なお，回答は，なるべく「はレ、」か「い

し、え」のどちら‘かを選ぶようにしてください。しか

し，どうしても判断がつかない場合には「どちらと

もいえなし、」の欄にマークしてくださし、」

調査対象となった大学生の所属する大学の所在地

は，北海道，宮城， :l'奇玉，千葉，東京，神奈川，愛

知1，石川，京都，大阪，兵庫，広島，福岡の各都道

府県と日本全国に分布している。そして回収された

データのうち，回答に不備があったもの，虚偽尺度

によって回答の信頼性に疑問があるものを除くとと

もに，大学所在地の地理的条件などを考慮した結果，

最終的な分析に使用されたデータ数は，男子4，316名，

女子2，396名である。なお，回答は，前記と同じ 3件

法で求めている。

③このデータ をもとに，類型モテ、ルを構成する 9

尺度の得点と各項目の回答との点双列相関係数を算

出した。ここで 3件法で回答を求めながら点双列相

関係数を求めたのは，以下の理由によるものである。

すなわち，回答は 3件法であるので，尺度得点を算

出するための基礎となる項目得点は，質問項目に対

して肯定的反応 (rあてはまる」という回答)の場合

に2点，否定的反応 (rあてはまらなし、」という回答)

の場合に O点としており ，肯定的でも否定的でもな

い反応 (rどちらともいえない」という回答)の場合

には，その"1]問として 1点を与えることにしている

(もちろん逆ilii項目の場合には得点の方向が逆になる)。

しかし，検査での回答 (反応)は，基本的には各質

問項目に対して「あてはまる」か「あてはまらなし、」

かであり rどちらともいえなし、」という回答は，例

外的なもの(男性x= 1.9%， SD= 0.84，女性x=

2.4%， SD=1.13)であるため，各項目の反応分布

は，2点と O点に ピークをもっ双峰性の分布となっ

ている。したがって，これを相関を求めるために連

続量;として処理することは適切とはいえないと考え，

「どちらともいえなしりという回答については，各項

目ごとに「あてはまる」という肯定的反応と「あて

はまらない」という否定的反応の割合に準じて両者

に分配し，実質的には 2件法として処理することに

したためである。なお， このような方法は，質問紙

法検査における項目分析においてしばしば使用され

ている。

④各尺度別に点双列相関係数が0.7以上の項目をピッ

クアップし，それぞれの尺度を構成する項目を決定

した上で，各尺度別に項目間相関を算出した。そし

てVPIの作成時と同様に，項目間相関が極めて高い

項目対がある場合には，その内容を検討したうえで，

必要に応じて取捨選択を行った。すなわち，項目 内

容がほぼ等しく，かっ項目間相関が高い項目立すにつ

いては，いずれか一方の項目を削除した。

⑤以上の手続きによって残された各項目について

G-P分析を行い，その結果をもとに，弁別力の高い

ものを優先し各尺度の項目数をある程度そろえた。

なお，最終的に選択された項目のG-P分析でのが

値は，すべて0.1%水準で有意のものである。

以上の手続きをふまえて，今目標準化のために使

用された項目は，以下のとおりである。循環性気質

型 ・共通項目(同調性測定項目) : 12項目，循環性

気質 ・高揚性測定項目 :8項目，循環性気質 ・執着

性測定項目 8項目，分裂性気質型 ・共通項目(分

離性測定項目) : 12項目，分裂↑生気質 ・敏感性測定

項目 8項目 ，分裂性気質 ・独自性測定項目 8項

目，粘着性気質型 ・共通項目 (直接性測定項目): 10 

項目，粘着性気質 ・緩慢性測定項目 。10項目，粘着

性気質 ・率直|全測定項目 10項目，延べ86項目(な

お，実際は 2つの尺度に関係する項目が 6項目ある

ため， 80項目。なお具体的な項目 内容は， Table 4 

に示す)制。なお，項目分析として各該当タイプの得

点の高得点群 (尺度得点の平均値より lSD以 ヒの得

点を示した群)と低得点群(同 じく平均値より lSD以

下の得点を示した群)を抽出し，各群の項目別反応率

i"t4) 本研究で標準化を行ったTTIQ 性格検査を構成する項目として最終的に使用されたものは，類型尺度を構成する項 目が80rj;[

目.特性尺J主ーを桝成する項目が60項目であるが，両者lこは一部共通項目が含まれているため，検査会体の総項目数は107項目と

なっている。これらの項目はランダムに配列されているが，最終的な項目の順序はTable4およびTable8に示したとおりで

ある。なお，実際に使用する場合には，状況に応じて段偽尺度項目などを加えて実施することも可能である。



Table 3 タイ プ別平均得点と標準偏差

男性女性

X SD X SD 

{日n策性高揚タイプ 25.7 7.83 25.0 6.80 

気質型 執着タイプ 24.3 5.71 24.3 5.25 

分裂性敏感タイプ 18.1 7.77 17.2 7.08 

気質型独自タイプ 18.2 7.92 16.7 7.07 

粘着性緩慢タイプ 20.7 5.06 20.3 4.94 

気質型 :1m示タイプ 21.1 4.79 20.0 4.90 

の差(D)を算出した。ここではこれまでの研究結果に

もとづき， 6つのタイ プ別に被験者をまとめている。

したがって，それぞれのタイプの得点は，循環性気

質 ・高揚タイプが“同調性"尺度の得点プラス“高

揚性"尺度の得点，執着タイプが“向調性"尺度の

得点プラス“執着性"尺度の得点，分裂性気質 -敏

感タイ プが“分間It性"尺度の得点プラス“敏感性"

尺度の得点，独自タイ プが “分離性"尺度の得点プ

ラス“独自性"尺度の得点，粘着性気質 ・緩慢タイ

プが“直接性"の尺度の得点プラス“緩慢性"尺度

の得点，顕示タイ プが“直接性"尺度の得点プラス

“顕示性"尺度の得点として算出されている。

結果

1) タイ プ別平均得点と標準偏差

標準化の基準となるタイ プ別平均得点と標準偏差

相l点 男性 女性 男性分::{!J 女性分布

40 0.5 0.4 合

38-39 2.1 l.5 合合 作R。同

36-37 3.9 3.3 会合合合 ttt 

34-35 5.3 4.8 合合会合合 会合合会合

32-33 7.1 6.5 合合官会合会合 会合合会合官官

30-31 8.9 8.8 合会合会合会合官合 合合合会合合会官官

28-29 10.8 1l.0 会合合官合会合会合会合 合合合会合合会合会合合

26-27 1l.4 12.6 合会合会合企合会合合会 女合合合合合官合会合合合会

24-25 10.3 11.4 合合会会合会合会合会 合会合会合会合会合会合

22-23 8.8 9.7 女合合会台会合合合 合合合会合会会合会合

20-21 7.2 7.8 合合会会合会合 合会合官会官官合

18-19 6.l 6.5 合合合会合会 会合会合会合会

16-17 5.0 4.8 会合合企合 合合合合合

14-15 3.8 3.4 合合台育 会合合

12-13 3.3 2.8 会合合 <:?ut 

10-11 2.1 2.2 会合 合会

8-9 1.3 1.3 合 " 
6-7 0.8 0.6 合 会

4-5 0.6 0.3 合

2-3 0.4 0.1 
0-1 0.3 O.l 

Fig.3尺度別組点、分布(1 )循環性気質引 高働タイプ

数値は%.'Illつは 1%を示す
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はTable3に示したとおりである。得点は，各質問

項目に対して肯定的な回答をした場合(はしつに 2点，

どちらともいえないの場合には l点，否定的回答の

場合(し、いえ)には O点である (逆転項目の場合に

は，得点化の方向は反対になる)。ここでは，前述し

たように，各類型の基本項目と下位分類測定項目を

合計したもの(例えば，循環性気質 ・高揚タイプの

場合，同調性プラス高揚性)によって気質類型およ

び下位類型(タイプ)を判定するので，平均得点と

標準偏差は，下位分類ごとに算出しである。なお，

各尺l支別， 男女別の粗点分布を Fig.3からFig.8に

示しておく。

2) タイプ別項目反応率

その概要は，Table4に示したとおりである。Table

4には，男女別に，各該当タイプの高得点群(タイプ

の平均得点プラス lSD以上)と低得点群(タイ プの

平均得点マイナス lSD以下)の各項目への肯定的反

応率(逆転項目については否定的反応率)の差と ，

他のタイプの高得点前4 と低得点群の同様の反応率の

差を示しである。この反応率の差は，理論上は+100

から-100までをとりうるが，正の数値であれば高得

点群の反応が多いことを，負の数値であれば低得点

群の反応が多いことを示 し， 0であれば全く弁別力

がないことを示すものである。例えば，ある項目で，

相l点 男性 女性 男性分布 女性分布

40 0.4 0.3 
38-39 0.8 0.7 合 合

36-37 2.2 1.8 合合 会合

34-35 3.8 3.5 合合合合 合会合会

32-33 5.6 5.4 合合古合合合 官合合官合

30-31 7.5 6.8 会合官官会合会合 合会合会官会合

28-29 9.4 8.9 作向。同。n 句R、合Rず内，司角!，ウ柄内拘 合会合会合会合会合

26-27 11.0 11.4 会合会合合合会合会合会 合会合会会合会合会合会

24-25 12.4 12.8 会合会合会合会合会合会合 会合会合会合会会合会合会合

22-23 10.3 12.0 会合合合合合合合官合 合会合会合会合会合会合会

20-21 9.3 10.2 合合会合合会合合合 合会合合合合合会合合

18-19 7.8 8.1 会合合合会合会合 官官合会合合会合

16-17 6.4 6.8 合合古合合合 合会合会合官会

14-15 5.1 5.5 合会会合合 合合す合合会

12-13 3.5 3.0 会合*合 会合会

10-11 2.0 1.6 合合 "内の向
8-9 1.4 0.5 会 会

6-7 0.6 0.3 会

4-5 0.3 0.3 
2-3 0.2 O.l 
0-1 O.l 。。

Fig.4 尺度別物l点分布 (2)循環性気質引 ・執着タイプ

数値は%，古 lつは 1%を示す
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相!. }.'~ ')~ 'i'E 女 't'l 男性分イ1) 女性分布

40 0.3 0.2 
38-39 0.5 0.5 古 ミ:

36-37 0.8 1.1 会 ず，

34-35 1.4 1.9 合 合合

32-33 2.3 2.8 合会 合官官

30-31 3.4 3.0 マ4町れ内ず向， 合合会

28-29 4.8 3.5 作R 合内唱内、t白内'，.(，角v 会合女合

26-27 6.5 4.6 ，'，合合会士会合 合e問4内，/内.，内，ゥ側

2'1-25 7.6 5.8 会合会合女合合す 持m ぜ"合f!'(!~内".内

22-23 7.9 7.7 会合交官合合会合 官合合合会合会合

20-21 8.6 8.8 会食合会合合会合合 ロ合.;;~市古会合口

18-19 9.8 10.4 "‘φ"の'町や民み内合向仇，拘白ず内与の向 合合士会会合合企士合

16-17 9.5 10.3 合会会合会合会合会合 合合官官す官官官会合

1'1-15 8.7 8.9 合企古合会合合合日 合ロ合合会認会合合

12-13 6.9 7.5 合合会合会合会 会"合安全企交や

10-11 6.3 6.6 合会会合合会 合合合企合会合

8-9 4.7 5.4 'Uuの阿や刊4円F 念会会合金

6-7 3.8 4.3 の4町れ内の向や開 み前ず向，司仰んや向

4-5 2.6 3.1 T命，宅"、行" φ内ず側，φ内

2-3 2.4 2.2 司町、司内、 官官

0-1 1.2 1.4 1 i: 合

Fig.5 尺 度 別 相l点 分布 (3)分裂t'l気吹雪リ ・敏感タイプ

数 値は%.il1つは 1%を示 す

判点 9Jo~I: :9:'1'1: 男性分布 女ドl分布

40 0.1 0.1 
38-39 0.2 0.2 
36-37 0.5 0.4 合

34-35 1.0 0.8 合 t、， 

32-33 2.2 2.1 4内司令調 J命F守"、

30-31 3.7 3.8 合合合合 合会合合

28-29 5.6 5.5 合合官官合合 合会合会合会

26-27 7.5 8.3 女合合女合士会合 か同作開。関‘内1.告偽の内"側の関

24-25 10.8 9.4 会合亡な会合合会合会r 合合合企士合合合合

22-23 11.8 10.3 カ合台合合合女合会合合会 合会会合合合合合合r

20-21 14.4 12.4 士合士吉合合女合亡女合会合会 合古合合官官合会官会合会

18-19 12.3 12.2 h合合古官合企合合4会合 会合合合会合合会合t会合

16-17 10.4 10.6 合合合合合合す交食会 合合合合合合合合合企合

]11-15 7.5 8.5 I!t、"内らや向や院T内，ィ伺，ゐ内 官官士合合会合会合

12-13 5.5 6.6 合&~町J内:Q与や4町 合企合合合士会

10-11 3.4 4.6 会会合 官合uu合

8-9 1.5 2.5 "内T側， I!合史t

6-7 0.7 0.9 合 会

11-5 0.5 0.5 守 1、‘ 

2-3 0.3 0.2 
0-1 0.1 0.4 

Fig.7 尺度別lHぷ分;(Ii (5) 粘手f.~t 気質別 ・ 緩慢タイ プ

数和!iは % ‘ 官lつは 1%を示 す

循環 性 気 質 ・高揚 タイプの高 得点群の反応率が75%

であり ，低得点It:(の 反 応 率 が25%で 、 あ れ ば ， 反 応 率

の差は50.0となり，循環性気質・高揚性についての

弁別カがあることになる 。

その結果をまとめてみると ， 循環|企気 質 ・向調|生

測 定 項 目(共通項目)では， 高 揚 性 と 執 着 性 の 両 方

の弁)}Ij力が高 く(項目平均は各々男性65.6， 53.2， 

粧l}~( 男性 女 'Ij クj性 分布 女悦分布

40 0.2 0.1 
38-39 0.5 0.3 会

36-37 0.7 0.6 な J白， 

34-35 1.3 1.0 合 合

32-33 2.7 1.8 4河 0内4側、 セセ

30-31 3.5 2.5 会合立会 会合会

28-29 5.0 3.2 官合会合会 w内w内ウ向

26-27 6.4 4.4 合合合u士宮 宅内、V守*t 
24-25 7.3 5.7 な合会合合会合 合会合会合会

22-23 7.8 7.6 会合食会会合交合 合合合合古合合口

20-21 8.5 8.7 会合合官会合会合官 す合交合合士会口合

18-19 9.5 9.6 士合合会会合会合会合 合会合コ士官士会合会

16-17 9.3 10.8 会合会合合合合合会 会合会合合会合合企会合

14-15 8.4 9.9 合会合合合会会合 合会合ロ子女史f.'V合

12-13 7.1 8.5 怯怯合的 会合合合会合工合会

10-11 6.5 7.2 会金色念会主色 合官官会合会合

8-9 4.5 6.0 合会合合合 "関の前の前れ向のR おh 

6-7 3.9 4.8 会合会合 合企v合ユ・

4-5 3.1 3.5 窓会会 会合イ寸

2-3 2.6 2.4 合合合 ィ"ゃ， 

0-1 1.1 1.4 合 合

Fig.6 尺度別m点分布 (4)分裂性気 質型 ・11!Hタイ プ

数値は% .illつは 1%を示 す

相l}2， 男担i 女性 男性分;(1) 女性分布

40 0.1 0.1 
38-39 0.2 0.2 
36-37 0.4 0.4 
34-35 0.8 0.9 会 & 

32-33 2.0 1.7 ψm、;‘， ィ内"側

30-31 3.5 3.3 合会合会 合合会

28-29 5.6 4.9 会官会合合会 合会合合合

26【 27 7.6 6.8 守白A内・4向・φ調"風の向合内今偏仇向 立合合合合合会

24-25 10.8 9.8 官合合官会合合合士会合 ゐ内イヤ、マ《旬。内作側品R ゃ内れ，町d内v拘p 

22-23 12.6 11.2 合会合会官合合ウ合合会合会 会合会合会史合交官や会

20-21 13.8 12.8 会合合合会合会士会合士官官会 合公安合会会合会合会士企合

18-19 12.0 12.4 会合会安会合士会合官官合 会官会合会合士会会合会合

16-17 10.4 10.8 合合合会合合合会合合 合合合会合合合士合士会

14-15 7.5 8.5 会合合合会合会合 合合会合会会合u:'.

12-13 5.5 6.6 会合会色合会 命内側、φ(?-i内w向1..-t

10-11 3.5 4.5 合合合企 な念宮台、よ

8-9 1.8 2.5 会合 合台記

6-7 0.8 1.3 合 ，喝

4-5 0.5 0.7 合 会

2-3 0.2 0.4 
0-1 0.1 0.2 

Fig.8 尺度別m点 分 布 (6) ~'，Ii着 yt 気11:[\') . ~Ji示タイ プ

数 値は% 古1つは 1%を示 す

女性62.5， 46.8)，他の尺度については一 部を除いて

弁別力を示していなし、 P 高 揚 性 測 定 項 目 で は ， 高 揚

性の弁別力が高く(男性49.8， 女 性49.0)，執着性で、

はわすかの弁5JIJ力を示し(男性22.7， 女性17.3)て

いるが，他の尺度については一 部を除し、て弁別力を

示していない。 執着性測定項目では，執着性の弁別

カが高 く(男性50.4， 女 性49.2)，高揚|企および他の
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Table 4 タイプ別項目反応率の差(数値は各尺度の{X + lSD以上群)ー (X -lSD以下鮮})

循環性気質型

Na 共通頃日(問調性)

95引込み思案の方である *

49 知らない人とでもすぐ友達になれる

17. i"Iかをするときにはエネルギッシュである

98 会合などで世話役をすることがある

27 動作は活発なほうである

男性 j 女性

高級執着敏感独自緩慢顕示 l 高揚執新 敏感独自緩慢 頗不

78.1 58.1 -38.5 -23.7 -4.3 -8.3 75.7 48.5 -36.4 -22.7 -1.9 6.2 

79.8 53.7 -29.9 -27.1 寸0.7 10.2 70.1 39.1 -25.1 -17.2 -2.0 4.1 

71.9 64.5 -27.6 -19.8 5.8 11.6 71.5 59.5 -24.1 -18.6 8.3 10.8 

71.1 51.7 -31.6 -26.1 4.3 10.2: 70.4 50.1 -33.8 -28.9 6.1 19.8 

69.8 57.9 29.3 -16.6 -2.8 9五: 78.4 62.0 -28.6 -17.2 -1.5 16.9 

64 人付き合しゅl下手なほうである * 69.4 45.1 -33.5 -27.5 -20.6 -0.8: ω1 31.4 -31.2 -28.2 -7.5 3.3 

38 人から個人的な悩み事の相談をよくうける 67.8 59.2 -18.9 -18.3 0.4 0.8: 52.0 41.0 -16.7 -17.0 -3.1 -1.6 

78 仕事はたいてい速いほうである

7 物事はてきぱきと片付ける

100 人前にwると上がってしまう ド

92 思い立つとすぐ実行したくなる

89 思ったことは相手に率直に伝える+
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(尺度平均) (65.6) (532) 卜28.2)ト19.6) (-2.0) (11.0): (62.5) (46.8) (-27.4) (ー18.3) (12) (15.9) 

No. iL~錫制測定項目 荷揚事hお敏感独自緩{量販示高揚執着敏感独自緩慢顕示

l 気さくでだれとでもすぐ親しくなれる 75.6 43.9 -25.8 -19.0 -2.9 11.5 69.6 32.8 -23.7 -19.8 -32 24.7 

32 いろいろなヲイプの人と気軽に付き合うこと 68.5 37.8 -28.7 -23.2 -3.9 9.0 67.8 却 5 -29.6 -25.7 -39 21.6 

87. l)l!領がよく融通がきく 64.6 29.1 -23.3 -18.6 -18.2 11.9 66.8 24.6 -34.2 -23.9 -22.4 -13.6 

21 物事に余りくよくよしない 54.8 11.7 -36.7 -27.7 -5.5 16.3 51.8 -0.4 -45.0 -36.7 -9.1 -0.4 

54 世話好きで、頼まれるといやと 言えない 34.8 25.1 -8.8 -12.3 33 1.2 34.'1 21.6 -8.4 -13.0 0.3 4.7 

11 どちらかといえばのんきで朗らかである 31.2 -11.9 -10.0 ・13.1 -6.9 1.6 30.6 -10.9 -13.0 -15.7 -7.9 -5.9 

73 情にもろい 30.1 12.9 2.3 0.2 0.6 4.3: 30.7 11.9 1.3 -2.5 -0.3 15.8 

42 新しい流行などの情報に敏感である . 38.8 32.6 -13.2 -11.1 -3.3 44.7 40.3 27.9 -20.3 寸1.1 -5.8 51.0 

(尺度平均) (49.8) (22.7) (ー18.0) (ー15.6) (-46) (126): (49.0) (17.3) (ー21.6) (ー18.6) (-6.5) (12.2) 

No. 執務判部IJ定項目 同級執務敏感独向緩慢顕示 j言i場執着敏感独自緩慢1I1iij'<

14 他人の不Iや怠憾に対してはjJj及をする 18.4 56.1 8.3 17.3 27.7 16.9 12.1 46.1 12.1 20.9 26.0 20.5 

59 しなけhlまならないことはlli!a支をしてでも 23.6 '19.5 -16.2 -14.1 20.0 -0.1 19.0 45.8 -15.7 -15.6 21.1 -17.0 

67 何事もし市、かげんにごまかオことはできない 1.5 49.0 -6.4 寸7.6 39.1 -9.4 -1.8 45.4 -4.2 -12.0 38.6 16.8 

24 やり出したら呆後までやりi差げなければ気が 12.4 45.7 -11.7 -9.5 34.5 3.1: 9.9 ，140 ー11.2 -9.7 35.6 13.2 

45 凝り性で物事に熱中しやすい 11.3 41.5 -4.1 -1.7 幻o 7.9: 11.4 49.1 -4.2 -2.2 32.8 -11.7 

83 徹底的にやらないと気が済まない 19.9 56.9 -9.2 -3.4 37.2 22.9 16.6 58.7 -6.7 ー1.3 42.7 338 

4 凡帳市lで和PI~もきちんとしなければ気が済ま -6.6 46.7 16.2 7.1 35.6 -6.2: -4.8 49.7 9.8 -0.8 38.3 6.9 

35. IEしいと思ったことは妥協せずに主張する. 24.8 57.8 -5.3 8.5 '17.5 433 19.6 55.0 3.5 16.6 46.2 44.4 

(尺度平均) (132) (50..1) (-3.6) (ー17) (336) (9.8): (10.3) ('19.2) (ー2.1) (-0.5) (35.2) (13.4) 
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分裂性気質型

Na 共通項目(分離性)

99 不機嫌になることがときどきある

男 性 l 女 性

敏感独自高 揚 執 着 緩 慢 顕 示 !敏感独自高揚執若緩慢顕示

71.6 77.9 -15.0 -2.8 8.8 28.3 70.3 76.3 -17.6 -3.6 8.9 13.9 
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No. 敏感性担IJ定項目 敏感独自高揚 執 着 緩 慢 顕 示 i敏感独自高揚執着緩慢顕示

43 恥ずかしがりゃなほうである 70.7 45.4 -38.2 -28.4 4.5 -9.1 : 67.3 36.5 -40.2 -24.3 7.1 23.9 

12 他の人より神経質な方である 64.0 45.3 -27.2 10.4 18.5 1.3 57.5 36.0 -24.2 20.7 24.0 0.7 

74 赤面しないかとときどき心配になる 53.8 32.2 -24.8 寸5.4 1.5 -4.7 55.1 30.9 -23.3 -12.8 2.2 -25.4 

55 一人でいるほうが大勢でいるより気が楽で 49.1 36.2 -31.7 -18.0 8.1 1.6 42.5 31.9 -28.4 -11.9 7.3 20.5 

22 道で知人を見かけても会いたくないので避け 46.2 37.6 -24.4 -18.3 -2.1 3.1 45.6 41.4 -24.7 -15.6 -1.9 30.7 

2緊張したり心配事があると身体の調子が怒く 45.9 29.7 -213 -9.6 5.8 1.0 50.8 33.3 寸8.0 -1.5 7.9 5.4 

33 旅行をしたりすると寝つけないことがある 43.8 26.1 -16.5 -6.6 0.9 1.7 39.3 19.5 -15.9 -1.9 4.7 13.2 

44 とかく物事を堅く考えがちである. 46.7 37.5 -37.5 -3.8 55.3 -12.9 39.6 31.7 -37.5 3.1 46.7 -17.5 

(尺度平均) (525) (363) (-27.7) (ー112) (11.6) (-2.3): (49.7) (32.7) (-26.5) (-55) (12.3) (6.4) 

Nu 独自性摂IJ定項目 敏感独自高 揚 執 着 緩 慢 顕 示 j敏感独自高揚執着緩慢顕示

46 嫌いな人のことを無視してしまうことがある 51.6 ω.3 -20.4 -12.2 3.2 23.2 40.5 58.4 -1ι3 -7.2 2.6 12.3 

60.周囲の人との優劣に敏感である 44.0 62.9 -1.9 14.6 2.3 11.6 41.6 62.6 -3.2 16.0 3.1 14.9 

5 プライドが高いほうである 25.0 55.5 7.0 22.5 14.8 2且9 24.8 57.1 6.0 20.1 14.4 -9.1 

25 世の中にはつまらない人間が多いと思う 39.0 52.8 -10.7 3.4 2.6 15.7 23.8 33.6 -5.7 0.2 2.4 25.2 

68 無能な人間が権利を主張していると股が立つ 25.3 42.3 -4.9 2.1 5.2 14.3 20.1 35.5 -1.9 6.3 5.2 9.0 

84 人間関係よりも自分の考え方を重視する 14.2 29.7 -14.4 -3.5 14.6 15.0 8.5 30.8 -6.9 -0.6 9.5 19.8 

15 目的のためには周囲の思惑は気にならない 5.1 27.4 2.9 10.1 16.0 19.5 1.9 32.4 3.6 8.4 13.9 6.7 

36 見えっ張りである+ 35.3 48.3 13.0 15.4 2.3 54.6 36.5 50.8 6.4 13.2 3.0 54.5 

(尺度平均) (287) (48.5) (-37) (6.6) (7.6) (22.9): (23.5) (427) (-23) (7.1) (6.8) (167) 



( 73 ) 

粘着性気質型

Na 共通項目(直接性)

9 頑固なほうである

男 性 i 女性

敏感独自高揚執着緩慢顕示 :敏感独自高揚執着緩慢顕示

58.4 40.3 0.6 24.4 24.6 32.0 63.0 40.1 -11.0 19.8 27.4 33.3 

66. j]j!屈っぽい人間だといわれることがある 56.7 31.3 -17.2 6.3 23.6 24.7 47.9 33.6 -12.6 7.8 17.4 21.3 

40 周囲の人の思惑はあまり気にならない 41.4 42.1 15.3 1.2 -31.3 28.0 44.8 46.7 12.5 -2.9 -31.4 -24.0 

80 周闘の人の自分への評価が気になる *

97 我慢強いが時々カッとすることがある

35.0 34.6 -14.2 寸8 -32.7 ーぬ8: 39.2 36.2 -10.8 -5.7初7 -24.4 

お6 30.8 7.4 12.4 23.6 29.7: 44.1 33.3 3.2 14.7 26.0 ぬ3
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(尺度平均) (40.3) (40.3) (7.8) (153) (-43) (122): (42.6) (429) (73) (14.3) (-3.1) (89) 

NG 緩慢性別l定項目

96. (nJかする前にじっくり計画を立てる

23 凡帳面である

94 納得がいくまでは容易に行動できない

3 何かを始めるとコツコツ粘り強くやる

56 規則正しい生活が好きである

34 物事は納得がいくまでよく考える
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(尺度平均) (531) (-5.4) (ー125) (13.8) (15.8) (9.6) : (52.3) (-9.7) (-12.7) (15.3) (11.7) (4.9) 

Na 顕示性iftlJ定項目

16 話し方や身~りがおおげさである

敏感独自高揚執着緩怯顕示!敏感独自高揚執着緩慢顕示

4.7 62.0 32.2 23.1 1.2 10.3 2.5ω1 27.8 21.1 9.0 16.6 

47 いつも何か刺激を求めている

61 派手好きで注目を集めるのが好きである -4.1 60.6 33.3 28.6 -2.8 11.7 -3.5 56.7 25.7 20.8 -2.8 11.7 

6.1 55.0 32.9 31.6 0.3 13.1 5.9 55.7 32.2 28.7 1.2 12.5 

6 その時の気分でとっさに行動することがある 一10.1 52.5 15.1 5.1 23.8 317: -11.0 65.3 16.5 5.5 28.0 34.5 

37 先のことまで計画しても行方がないと思う ー14.0 52.8 -9.9 -23.7 21.7 25.8 -8.4 53.2 -6.2 -17.1 16.8 お9

85.めんどうなことを考えるのは苦手である 18.7 47.7 1.0 -25.0 27.5 27.2 ー18.7 55.3 3.1 -26.1 25.2 24.7 

69 人や物事の好き嫌し、が強い 8.7 45.9 -18.0 -0.8 31.7 36.8 10.3 54.4 -15.3 3.8 32.9 37.8 

26 些細なことで喜んだり不機嫌になる争

36見えっ張りである+

42 新しい流行などの情報に敏感である争

(尺度平均)

*は逆転羽11 ・は性i数の !~ !Jtで{史川 されている項 11
UIHI表現は i刊行時されている)
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尺度では一部を除いて弁別力を示していない。

次に，分裂性気質 ・分間It性測定項目(共通項目)

では，敏感性と独自性の弁別力が高く(各々男性62.9，

62.1，女性57.6，57.9)，他の尺度については一部を

除いて弁別力を示していない。敏感性測定項目では，

敏感性の弁別力が高く(男性52.5，女性49.7)，独自

性にもある程度の弁)jl)力を示しているが(男性36.3，

女性32.7)，他の尺度には一昔11を除いて弁別力を示し

ていない。独自性測定項目では，独自性の弁別力が

高く (男性48.5，女性42.7)，敏感性についてもある

程度の弁別力は示しているが(男性28.7，女性23.5)，

他の尺度には一部を除いて弁別力を示していない。

また，粘着性気質 ・直接性測定項目(共通項目)

では，緩慢性と顕示性の弁)}I)カが高く (各々 男性39.3，

39.8，女性4l.6，42.4)，他の尺度については一部を

除いて弁別力を示していない。緩慢性測定項目では，

緩慢性の弁別力が高く (男性53.1，女性52.3)，顕示

性および他の尺度については一部を|徐いて弁別力を

示してはいない。顕示性測定項目では，顕示性の弁

日1)力が高く(男性53.1，女性564)，緩慢性および他

の項目については一部を除いて弁551)カは示されてい

ない。

3) 3気質類型 -複合構造モデ、ルにもとづく類型の

判定

本検査では，気質類型を判定することが，結果の

表示において重要になってくる。判定の方法は， 6タ

イプそれぞれの標準得点を基準として，標準得点が

60点以上であれば，そのタイプの典型，55~59点、で

あれば準型とみなすものである。以上の分類基準に

もとづいて前述の被験者を分類判定した実際の出現

率は， Table 5のとおりである。

4) 尺度問相関

次に，各気質類型別に，それを構成する尺度問の

相関係数を求めると， Table 6のようになった。各

類型と も，共通項目とタイ プ測定項目の相関が比較

的高く，タイプ測定項目聞の相関はそれに比べて低

くなっている。

考察

“3気質類型 ・複合構造モテ、/レ"J迎論をもとに作

成され標準化された検査の結果は，典型，準型合わ

せて混合型と不定型を除いたいずれかのタイプに判

定されたものが男女とも約80%であり，類型判定力

が優れている ことがわかるのこのことは，本検査の

Table 5 気質類型のタイプ7)IJ/I¥現頻度('Yo)

男性 女性

術 気 高揚タイプ 16.0 15.4 

E11質 執着タイプ 5.1 4.1 

セ1).í~ 循環タイプ 10.2 9.2 

分気 敏感タイプ 11.8 13.7 

裂 質 独自タイプ 5.3 4.5 

性月リ 分裂タイプ 12.9 12.1 

品li気!緩慢タイプ 8.3 9.7 

~'7 i1; 駁示タイプ 6.9 5.8 

相当1); 粘若タイプ 4.2 3.8 

dd 合 ftl 7.3 9.4 

司、i.i::型 12.0 12.3 

Table 6 気質類型別内部)¥.皮1l¥J1L1WI

|百l淵性一高揚性 0.766 

問調性一執着性 0.695 

ii':jj易性執着性 0.451 

分間I1性一敏感性 0.819 

分県佐伯 ー独自性 0.809 

1並立感怜 独自性 0.708 

前核時1:一緩俊性 0.643 

凶桜性一地1示性 0.574 

緩慢性顕示性 0.156 

基礎となったVPIでは，混合型と不定型を除いた類

型判定率が約65%程度であったことと比べても明ら

かである。

ここ で類型の測定を尺度化された検査で行うこと

の是非が問題となるかもしれない。すなわち，本来，

類型とは，質的に異なるものを直観的，全体的に把

握するものとされており ，尺度による表示とはなじ

まないものと考えられているからである n しかし，

この点については， VPIの標準化においても検討さ

れたように，実際上は問題はないと考えられる内す

なわち，Tellen bach (1961)は類型について“ lつ

の類型において概念的に重要なことは，その類型が

確医|たる中心を有することであって，画然たる境界

が存することではない。我々は常に類型をただその

核心において決定することはできるが，その境界を

定めることはできなしい'と述べている。この考え方

は重姿なもので， 本来類型論と いう考え方において

は，最も普通的なものから，個別的 ・ー図的なもの

への途中における中間節であり，理念型が明機であ



ることが重要なのである。その意味では，各タイプ

の典型的な特徴という中心にどの程度近いのかを標

準得点によって表すことができる e またここでは，

各タイプ(類型)を単一尺度では測定せず，気質類

型を示す基本特徴の項目鮮とタイプ測定項目群とい

う2つの尺度の合計として位置づけることによって，

複雑な構造をもっ類型を一次元的尺度で測定するこ

とによる矛盾という問題点を解決しているのである内

ところで，ここで判定される 9つのタイプを，従

来の関連研究で記述されたパーソナリティ像に対応

させてみると，次のようになるだろう 。循環性気質

型の高揚タイプは， Kretschmerの循環気質の経蝶的

傾向が前面に出たものであり経線|企格，同調性格

などといわれるものに対応し ，執着タイプは ，

Kretschmerの循環気質の抑lうつ的傾向が強し、もので

あり ，Tellenbachのメランコリー親和型性格，下回

の執着性格などに対応する。そして循環タイプは，

この両者の傾向を備えることから，!Iを繰的な面と拘]

うつ的な面をもった，いわゆる循環|生絡，燥うつ性

格に対応すると考えられる。また，分裂性気質型の

敏感タイプは，1くretschmerの分裂気質の過敏性気質

を中心に，敏感性絡，内開性格などに対応、し，独自

タイプは，分裂気質の冷淡で鈍感な気質などにある

程度対応する。そして分裂タイプは，この両者の傾

向を備えることから，敏感であるとともに冷淡であ

るという ，いわゆる分裂性格に対応すると考えられ

るc さらに，粘着性気質型の緩慢タイプは，粘着f

格，類てんかん性格などに免対l応し， :J¥!Ji示タイプは，

ヒステリ ー性格に対応すると考えられる《そして粘

着タイプは，この両者の傾向をもつことから，安永

の中心気質，木村の直接性などに対応すると考えら

れるの

ところで，各タイプの出現率をみると， [joll1床深い

点が認められる。すなわち，循環性気質型と分裂性

気質型では，下位類型の中で 2つの傾向を兼備する

タイプ(循環タイプと分裂タイプ)が比較的多いと

いうことである"従来Kr巴tschmerなどの類型論で

は，その類型がもっ内容が特性論的なi観点からみれ

ば一貫性に欠ける(あるいは矛盾する)点が問題と

されてきたD こうした類型概念のもつ多義性を説明

するために構成されたのが，本研究の類型モデルで

あり，それにもとづく質問紙であった。そして，実

際にデータをとってみると ，内容に比較的一貫性の
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ある納l分化された煩型に該当するパーソナリティ傾

向をもっ人とともに，内容が一貫しないようなパー

ソナリティ傾向をもっ人が存在することが確認され

たのである。これは臨床的な記述においてはすでに

知られていたものの，一般大学生のパーソナリティ

について確認されたことは，類型論的なノfーソナリ

ティ把握が一般人を対象にしても有用性があること

を示すものといえよう c この点からも Kretschmer

の類型論の重要↑生が(全面的ではないにしても)再

認識される。

なお，各基木類型内の尺度問中目関をみると，それ

ぞれ共通項目とタイプ測定項目の問の相撲!の高さに

比べて，タイプ測定項目同士の1、目関は低くなってい

るn これは木検査の国論的背景である 3気質類型・

複合構造モデルから考えれば当然のことであるが，

基本類型聞で比較すると相互にある程度の違いが認

められている《すなわち，分裂性気質型においては，

共通項目である分離性とタイプ測定項目である敏感

性および独自性の相関が， r=0.819，および 1'=0.809

とかなり高くなっているとともに，タイプ測定項目

である敏感性と独自性の相関も 1'=0.708と比較的高

くなっている?こうした傾向は循環性気質型でもみ

られており ，向調性と高揚性の相関が r= 0.766，同

調性と執着性の4日間が r= 0.695，高揚性と執着性の

相関が r=0.451となっている n これは，従来の精神

病理学的研究において認められていた分裂性気質型

や循環性気質型という大きな頒型概念の[1一Iに，ある

程度独立した下位類型が存在しており ，その下位類

型間にも共通性があることに対応している内これに

対して，粘者性気質型は，共通項目である直接性と

タイプiJllJ定項目である緩慢性，顕示性の相l'Ililは，そ

れぞれ r= 0.643とr= 0.574と比較的高いものの，

タイプ特定項目同士である緩慢性と顕示性の相関は

r = 0.156と低くなっている。これはKretschmer以

来，粘着性という頒型概念が他の 2類型と比べて把

握しにくかったことと関係していると考えられる p

すなわち，循環性気質における高揚性と執着性，分

裂性気質における敏感性と独自性のそれぞれの関係

が，表面的には対立しているように見えながら背後

に共通性の存在を感じ取れるのにお|し，従来の粘着

性気質では，こうした対立しつつ共存するような術

造的な内容に欠けていたからである n がIJえは，

Kretschmerの粘着性概念は，本研究で、の緩慢性に対
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応するものが中心であり ，それ以外の内容はほとん

ど含まれていなかった。こうしたことが粘着性概念

が循環性や分裂性に比べて対等な広が りをもってい

ないという指摘(例えば安永， 1980など)につなが

り，また他の2類型に比べて研究が展開されなかっ

た原因であったかもしれない。しかし， Janzの精神

病理学的研究以降， 粘着性の研究は再度深まりを見

せ，いわゆるヒステリー性格(顕示性)と従来の粘

着性格との関係が検討されるようになった(例えば

Rabe， 1970;大原 ・工藤，1972)。また，この問題に

ついて若林 (1994)は， 一般大学生のパーソナリティ

においても同様の傾向があることを確認している。

広い意味での粘着性気質を構成する両極性である緩

慢性と顕示性は，他の気質の両極性に比べて直観的

に把握しに くい傾向があるのであろう。確かに一般

的な理解では緩慢性(従来の狭義の粘着性=類てん

かん性)と顕示性(従来のヒステリー性)は無関係

どころか相反する傾向としてとらえられていた。し

かし， JanzやTellenbachらの精神病理学的研究に

おいても，また若林の一般大学生を対象とした研究

においても，この両者は共通性をもち得ることが確

認されたのである。しかし，ここでのデータからも

わかるとおり，緩慢性と顕示性は， 直接性という共

通の傾向に対してはそれぞれ関係を示すものの，直

接にはほとんど関連性が認められていない。そのた

めに， 粘着性本来の全体像が認められなかったのか

もしれない。ただしここで興味深いのは，緩慢性と

顕示性が小さい数値ながらプラスの相関を示してい

るという ことである。これは両者が少なく とも矛盾

する傾向ではないことを意味するものであり ，全体

としては lつの類型としてのまとまりをもちうると

考えられる。もちろん，こ こで得られた傾向は，あ

くまでも質問紙法によって得られたものであり，パー

ソナリティの全体像を完全にとらえているとは限ら

ないことはいうまでもない。

なお，循環性気質型と分裂性気質型については，

尺度相互の相関係数が高いので，あえてタイプとい

う下位分類に分けて測定する必要はないのではない

かという疑問があるかもしれない。しかし，これは

相関係数の数学的意味を考えれば， 分けて測定する

意義がある ことがわかる。すなわち，相関係数を単

位ベクトルで、表した場合，r= cos Bであるから，最

も相関係数の高い分裂性気質型を例にとっても，敏

感性と独自性の相関係数 r= 0.708はB= 45
0

であ

り，個々に測定する意義があることがわかる。また，

相関係数を二乗 して得られる決定係数(一方の変数

から他方の変数がどれだけ説明され得るかという分

散の程度を示すもの)から検討すれば，同 じく敏感

性と独自性の決定係数は0.50であ り，一方では説明

され得ない分散の程度が50%もあることがわかる。

このことからも，個々のタイプは独立して測定する

必要があると考えられる。

以上のように 3気質類型 ・複合構造モテ、/レにも

とづいた尺度構成によって，パーソナリテ ィの類型

的把握を質問紙法によって適切に行うことが可能に

なったといえよう。

研究II:パーソナリティの基本 5特性次元の検討

ノξーソナリティの 3気質類型 ・複合構造モデ、/レで

は，類型論的把握に加えて，特性論的測定も同時に

行い， パーソナリティのフラクタル性という概念に

よって，類型論的理解と特性論的理解を統合した包

括的なパーソナリティ理解を目指している。したがっ

て，!j?j'性尺度についても必要十分なだけの内容を用

意する必要がある。ここ では，類型測定項目と同綴

の方法によって 5つの特性次元を測定する項目に

ついて，VPIの項目をもと に再整理を行った。

ところで， パーソナリティを記述するのに必要と

される基本的特性次元の数は，研究者によ ってかな

りの違いがあり ，統一的見解はなかった。 しかし，

1980年代半以降，広い範囲の評定尺度を用いること

によって 5つの次元でほぼパーソナ リティを記述

できるという一連の研究が欧米で報告されており(た

とえば John，1990)，これを BigFive理論と呼んで

いる。しかし，この流れとは別に， 若林は，特性次

元に関する一連の研究で， パーソナリティ の自己評

定と他者評定のいずれにおいても，パーソナリティ

認知次元と しては5つの特性次元が共通に月j¥;、られ

ていること(1981)，特性用語の評定からでも，行動

記述に対する反応データからでも， 5つの特性次元が

共通に得られること，そして 5つのパーソナ リティ

特性次元は類型カテゴ リーと は比較的独立したもの

であること (1982a) を線認し， それを測定する質問

紙法検査を作成し，標準化を行っている(若林， 1982b 

なお，これをさらに整理したものが，VPIの性格特

性尺度である)。そして，そこで得られた 5つの特性



次元の内容は，前述のBigFive理論における 5次元

とほぼ対応している。したがって，結果的には独立

したアプローチによってパーソナリティ特性の基本

次元を 5次元で説明できることが確認されたといえ

よう。そこでここでは，VPIで使用された 5尺度(因

子論的に確認されている)をもとに， パーソナリティ

特性次元を測定する尺度について再検討を行った。

目的

類型とは別の観点に基つくパーソナリティ特性の

基本次元を測定する尺度を構成し，それを標準化す

る。

方法

さて，VPIにおいては，向性と情緒的安定性の尺度

が各15項目論理性と活動性の尺度が各 8項目，慎

重性の尺度が10項目との計56項目であった。これを，

研究 Iの気質類型測定尺度と同様の手続きによって，

項目を獲理し，各尺度12項目ずつの計60項目とした。

回答は 3件法により，被験者は研究 Iと共通である。

結果

各尺度の粗点分布はFig.9から Fig.13に，平均得

点と標準偏差は，Table 7に示したとおりである。

また，各項目の帰属尺度に対する弁別カは， Table 

8に示しておく 。ここで明らかなように， 5つの特性

尺度を構成する項目は，いずれも該当尺度に対して

一定の弁別カを示 している。

また，各特性尺度と気質類型のタイ プとの相関は，

Tabl巴 9に示したとおりである。その中では，向性

と循環性気質型 ・高揚タイプの問，情緒的安定性と

分裂性気質型 ・敏感タイプおよび独自タイプの聞に，

r = 0.5から 0.6という比較的目立った相関が認めら

れているが，それ以外では， 類型尺度から特性尺度

を(あるいはその反対を) 一定の割合以上に予測で

きることを示唆するような明瞭な相関関係は認めら

れていない注5)

考察

ノそーソナリティ特性の基本的な次元を 5つで説明
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することが妥当である こと は，本研究の前提となっ

た一連の研究およびBigFive関連の研究によって確

認されている。問題は，この 5つの特性次元によっ

てパーソナリティをどの程度包括的にとらえること

ができるのかというこ とである。この点については，

今回のデータを検討することによって，興味深いこ

とがわかる。すなわち， 5つの特性尺度と 3気質類型 ・

複合構造モデルを構成する尺度との相聞を求めた結

果，一部では類型尺度と特性尺度の問に重複する部

分はあるものの， 一方では相互に比較的独立してい

る部分もあることから，パーソナリティを包括的に

理解するためには，両者をそれぞれ測定する意味が

あると考えられるのである。このことは，気質類型

で測定されるパーソナリティの側面 と性格特性次元

で測定されるパーソナリティの側面が，因子論的に

みでもある程度異なっており ，それゆえ両者を統合

的に使用してパーソナリティを測定することが望ま

しいということを示していると考えられる。したがっ

て，この点はVPIの標準化に関する論文の中で指摘

しておいた点とも一致している。今回，類型の設定

を従来の 3類型から細分化したにもかかわらず，結

果的には類型と特性次元がやはりある程度独立して

いることが確認されたという ことは，パーソナリ ティ

の把援においては類型論的把握と特性論的記述のど

ちらか一方だけでは不十分であり，両者をともに使

用することによ ってパーソナ リティの全体像が明ら

かになることが再確認されたといえよう 。その意味

では， 5つのパーソナ リティ特性次元は，特性次元と

してはかなり共通性，普遍性があるものの，それだ

けで十分なノξーソナリティ記述ができるわけではな

いということが明らかになったともいえる。したがっ

て，パーソナリティ測定における特性次元の使用は，

類型論的把握と併用してこそ有効に活用されるとい

えよう 。

なお，類型論的アプローチも特性論的アプローチ

も，パーソナリティを効率的に記述説明するという

注 5) 相関係数の大きさの解釈については，統計学的にみてもIljJli在な基準は存在しない。一般的には検定の結果をもとに 2変数lliJの
関係を解釈することが多いが，機本数が大きくなると rの絶対値がかなり小さくても有意となってしまうため，それほど有
効な方法ではない。たとえば，N = 1000の場合， r=0.081で1%水司自で有意差があるこ とになる。しかし，この場合の一方
の変数から他方の変数がどれだけ説明されうるかという分散の程度を示す決定係数 (r2)は0.00656であり，実際上は無関係
に等しい。さらに，相関係数の検定の結巣有意であることが“2変数が無関係であることが否定される"ことを意味するもの
であり，“関係がある"ことを直接;な味するものではないという点も考泌する必要がある。こうしたことから，ここではNの
大きさも考極した上で，本文中のような解釈を行った。したがって.ここで得られた結果について，他の解釈も可能である。
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相点

24 
22-23 
20-21 
18-19 
16-17 
14-15 
12-13 
10-11 
8-9 
6-7 
/1-5 
2-3 
0-1 

判l点

24 
22-23 
20-21 
18-19 
16-17 
14-15 
12-13 
10-11 
8-9 
6-7 
4-5 
2-3 
0-1 

男性 女'f~1 男性 分 布 女 性 分 ;(ii

1.6 1.2 古合 合

3.8 2.8 古合会合 合合会

5.7 5.2 合会合会合会 合合合合v

8.5 9.0 合合会合会会合会合 合合会合合合合古合

12.7 14.8 古合合士会合合会会合会合会 会合の合合合合士会士会合合合合

15.4 17.5 会合会合会合合会会合合会会会合 合会合合合合合合合合会合会合合合古合

16.2 17.9 合合合会会合会会合合会会合合会合 会合会合会合合会会合会合会L戸会合会合

13.3 14.3 合会会合会合会士会合会会合 会古昔合士官会合会合会合合合

8.6 7.8 合合合会会合会合会 金金全会金金色t

6.7 5.5 会金金色金全会 会合会合会合

4.0 2.7 会合会合 色合金

2.4 0.9 合合 ザ開、

1.1 0.4 合

Fig. 9 尺JJlJ)IJ111点分;(ri(7) I向性

数値は%，古lつは 1%を示す

男性 女性 男性分布 女性分布

1.3 1.0 会 合

2.8 3.2 合合宮 合官官

5.3 5.9 合合官会合 合企合合会合

7.7 9.2 会合合会合官会合 合会合合会会合合v

11.2 13.1 女合合会交官交官会合合 合会合会合合合合合会合会合

14.2 16.3 会合会会安会合会合合合会合会 合合合合合合合合会合会合合合合会

15.3 16.1 立合合会合合合官合合合合合官合 会合合台。合合合会合合脅会合合合

13.7 12.7 会官官合合合食台合会食女合合 合合合合会会企食合会合会合

10.7 8.6 合会会合合古合合合合合 合合合合官官官合合

7.5 5.5 合会合会合合合会 合会合会古合

5.1 3.1 合合会i!:: 合合口

3.4 1.5 合会む 合合

1.8 0.4 会合

Fig.l0 尺 度 別組点分布 (8)情緒的安定性

数値は%，古lつは 1%を示す

粁l JII 

24 
22-23 
20-21 
18】 19
16-17 
].1-15 
12-13 
10-11 
8-9 
6-7 
4-5 
2-3 
0-1 

タj性 女性 !1~ 'f'l:分布 女 性 分布

0.4 0.0 
1.2 0.4 合

3.4 1.5 合合会 合合

5.8 3.8 会合合合合合 合合合合

9.2 7.5 合官士官会合士士会 合合合会食企会食

12.1 13.2 合合合合会合会合合合合合 会合会合合会合古合会合合会

15.4 15.6 合合会合会合会会合会合会合会合 合会会合会合合合会合会合会合官官

16.1 17.4 合会合守合寝台守会合句会合会官会 合合官官会会合会合会合合合合会合会

13.4 14.5 会合合会合合合合会会合合会 合合合会合合会合会合合会合会合

10.1 12.8 会合合会会合会会合合 合会合会合合会合合会合合会

6.8 7.7 合会f安官合会 合会合合合合合交

3.7 3.9 。同布前、4、町合内 合官会合

2.4 1.7 官会 金色

Fig. 11 尺度別粗点分布 (9) 論~!性

数値は%，古1つは 1%を示す

111 点、 男性 女 性 労作1:分布ー 女'1'1分ギn

24 1.2 0.3 合

22-23 3.3 2.3 合会官 会合

20-21 5.4 5.1 会念会会合 合合会合会

18-19 8.3 7.7 官会合**合合会 会合会合会官官官

16-17 11.7 11.6 合士v会合合会官官官官会 合{.t合合会合会合会会合

14-15 13.8 14.3 合会合会合会合会合会会合合士 会合会合合会会合会合企台古合

12-13 16.0 15.6 合会合官会合会合官会合女合会合t 会合合台交合会官官会合会合会合合

10-11 14.2 13.8 会合会合交官古合企士会合会t 合会合す含士会会合女合会合会

8-9 11.'l 12.4 合会会合会合合台交合会 会合会史会合会合会合合会

6-7 7.7 7.8 会合合会会合合会 会合会合会官会合

4-5 '1.5 4.7 ぜ，ん、為~~肉 h角+的 合合合合会

2-3 1.9 3.4 会合 守，、、w内1角1、

0-1 0.6 1.1 会 " 
Fig. 12 )ミ度別相1点分布(10)If行動十日

数値は%.古lつは 1%を示す

m 点 男性 女性 男性分布 女性分布

24 2.4 3.2 合合 会会会

22-23 4.7 5.3 会会主金金 *t~t内H側， 

20-21 8.0 7.4 官古官合合官官官 や目ぜ白ら、w内占向有白内w向eに

18-19 11.8 11.0 合会合合会会合会合会合ロ 合官官合会合合会合合合

16-17 13.8 14.1 合会会合交合合会合守合官合合 立会ロす合合会合会会合会合合

14-15 15.3 15.8 合会会合合合合合会合官会合ロ会 合会ψ会合合合会合合会合会主会ロ

12-13 13.4 13.9 合合合会合v合会合会合会合 合合合会合合食会会会会合合合

10ー11 11.9 11.3 官官会合立合官官会女合ロ 女合会ロロ合会合士宮父

8-9 7.7 7.1 官官合合合合合官 会官官官有会合

6-7 4.5 4.8 会合合会合 金色金台会

4-5 3.4 3.1 交官合 会金主

2-3 2.0 1.9 会合 ぜaちマ(内， 

0-1 0.8 1.1 合 会

Fig. 13 尺度別1ll点分布 (11) 'i:J:¥ IlH'I: 

数値は0/0，官lつは 1%を示す

Table 7 5 !j;'í 性次元の平均得点と 13刊i 仙\ if~

91 tl: !J.: 'fl 

X SD X SD 

Iiil 十l 13.2 4.80 13.4 4.10 
情緒的安定性 13.0 4.69 13.5 4.22 
論理!性 11.3 4.42 10.9 4.13 
活動竹 12.7 4.70 11.8 4.62 
似す〔ド| 13.7 4.59 14.3 4.71 
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Table 8 性絡料 1'1:尺度頃|ニ|反応率の差(数値は表 4と同じ1f.j1:IH法による)

タJ 1'1: 女 ↑生

No. 向性 向性情 緒 論 理 活 動 慎 重 向性情緒論理活動慎重

95 引っ込み，思案の方である * 89.4 37.3 -5.1 43.5 -25.6 84.4 34.8 0.5 38.6 -23.2 

72 何事にも積極的なほうである 86.0 29.2 -1.8 48.1 -12.4 84.5 22.9 4.4 48.5 -16.4 

49 知らない人とでもすぐ友達になれる 85.7 24.0 -4.6 32.1 -13.7 71.8 21.6 -1.4 20.8 -8.9 

1 気さくで官官とでもすぐに親しくなれる 81.2 31.2 -5.2 28.0 -13.2 67.1 20.3 -3.1 28.8 -8.1 

64 人付 き合いが下手なほうである * 79.5 31.1 ー7.9 27.4 -17.2 62.8 25.8 -5.0 26.0 -9.3 

29.舵え目で自分の権利を圭張できないヰ 75.6 35.5 -1.0 32.9 -21.8 71.4 23.8 5.8 33.2 -23.4 

100 人前に出ると |二がってしまう * 75.5 35.5 -2.0 34.2 -21.8 64.9 27.1 4.8 33.7 -22.6 

43. J必ずかしがりゃな方である 牢 75.2 39.8 -4.7 35.1 -21.9 75.7 34.7 0.9 35.1 -25.8 

32.いろいろなタイ プの人と気軽に付き合うことができる 75.0 36.5 -4.0 34.1 -13.3 65.8 28.1 -0.8 30.l -9.9 

98 会合などで世話役をすることが多い 72.0 25.2 5.8 39.9 -6.2 66.1 24.0 12.5 41.7 -3.9 

89.忠、ったことは相手に率直に伝える 64.5 3.9 3.6 37.6 -12.7 55.9 11.1 8.9 35.8 -19.5 

55.一人て、いるほうが大勢でいるよりも気が楽である * 55.1 29.7 -10.4 17.4 -12.7 50.3 26.8 -11.1 15.9 -6.0 
-------・ー・ ・ー ー-ー-ー ーーーーー ー司ーー ー・ーーーーー ー"ー -ーーー ・ーーー ・・4・齢司.-ーーー---・・・ ・._-_.幽--骨骨 ・ー・---_.峰ーー ーーーー-ーー ・ーーーーーーーーーーーーー

(尺度平均) 76.2 31.6 -3.1 34.2 -16.0 68.4 25.1 1.4 32.4 -14.8 

Nu 情緒的安定性 向性情 緒 論 理 活 動 慎 重 向性情緒論理活動慎重

101 何かした後で後悔することが多い * 30.0 80.1 ー7.6 22.5 -13.6 23.7 73.5 -4.9 19.5 -11.8 

79 人と意見が合わずにイライラすることがある * 14.9 75.3 -9.1 -0.7 -3.3 11.7 68.1 -10.5 -3.8 2.4 

8 人から感情を傷つけられやすい本 28.2 74.2 -12.4 12.9 -17.0 24.3 69.9 -11.4 9.9 -16.2 

102 人の考えや行動を怒く解釈することがある * 23.8 72.7 -9.0 8.5 -1.3 22.4 70.5 -8.2 8.0 田 0.6

99 不機嫌になることがときどき(しばしば)ある 牢 22.6 72.7 -8.0 7.0 -0.4 22.8 70.8 -8.1 6.7 4.8 

21 ものことにあまりくよくよしない 34.2 71.4 -9.7 30.9 -30.4 26.9 67.1 -3.5 26.6 -34.9 

65 思うように物司王カミ進まないと投げだしたくなる * 26.0 68.6 0.1 21.9 15.0 20.4 64.0 3.1 15.9 20.3 

50 人から批判や忠告を受けると不愉快になる * 22.9 65.3 -1.3 6.9 -1.8 19.2 60.4 ー1.4 3.5 3.3 

39 自尊心を傷つけられると、ひどく JI主が立つ* 5.6 62.0 -13.3 -6.3 -7.7 7.9 61.7 -18.5 -8.9 -4.5 

90 人に見られていると仕事ができない ヰ 32.9 58.9 -6.7 25.6 -12.2 32.7 58.1 -3.2 26.6 -8.8 

12. (1也の人より神経質なほうである 本 26.8 58.3 -14.6 12.3 -35.9 22.5 57.0 -13.1 9.4 -40.4 

2 . 燦張したり心配事があると身体の訓子が~くなる * 26.8 54.8 -6.3 15.1 -12.2 21.6 57.4 -6.8 12.7 -11.4 
ーーーーーーーーーーーーーーー骨骨骨・ーーーー・ーーー ---胃個酔ー ・・ ーーーーー岨ーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

(尺度平均) 24.6 66.5 -8.6 11.8 -10.5 21.3 62.8 -7.4 9.4 -8.9 

Na 論理性 向性情緒論理活動慎重向性情緒論理活動慎重

41 ものごとを理論的に考えるのが好きである -3.2 -2.1 77.2 -5.4 31.8 3.2 -1.3 83.1 1.3 29.8 

76 人を説得するときには感情より理性に訴える 6.4 4.0 75.5 -6.7 24.2 3.3 6.4 75.4 1.7 18.7 

48 ものごとを感情よりも盟問で判断することが多い ー14.9 -7.1 74.5 -12.7 26.7 -5.8 -0.6 71.8 -6.6 22.8 

10. ]:igf;i命的に説明されないと納得しないほうである 12.7 -26.6 70.8 -7.6 27.6 -7.8 -25.8 73.5 -2.0 20.5 

57 ものことを湖周で割り切っていくほうである ー16.4 -21.8 67.7 -9.6 21.1 -7.1 -13.4 66.1 -0.8 10.0 

70 直接的な判断よりも耳目詰めでものを考える ー14.6-10.3 66.4 -16.9 40.3 -13.4 -10.6 58.9 -17.3 39.2 

66.耳I1JiTIっぽい人間だといわれることがある ー13.5ヲ9.6 57.8 -8.8 21.1 -7.2 -19.8 51.0 -3.1 10.5 

82. *致2誌な考えを必要とする仕事がfJきである ー2.1 4.6 56.9 0.1 38.1 4.7 6.0 54.7 3.8 36.0 

30.議論をすることが好きなほうである 28.7 11.9 50.0 25.3 2.6 23.5 5.4 62.4 27.2 -7.3 

52.主観的な意見を聴くと、反論したくなる 3.4 -30.9 41.3 2.6 -1.6 -0.2 -21.9 41.8 4.8 -7.4 

63 抽象的な問題を考えるのが好きである 2.4 -10.4 41.2 1.5 4.6 7.2 -4.9 47.2 4.5 -4.2 

20. クイスやノ号スノレが好きである -0.6 1.6 37.9 2.3 12.8 0.2 2.2 39.1 2.2 10.5 

(尺JJr'jzt勾) -3.1 -9.7 59.8 -3.0 20.8 0.1 -6.5 60.4 1.3 9.5 
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No 活動性 向性情緒論理活動 慎重 向性情緒論理活動慎重

78 仕事はたいてい早いほうである 27.6 28.4 3.1 82.1 -11.1 25.1 20.9 9.1 84.5 -8.8 

81 人より先にものごとを始めることが多い 33.7 23.6 6.7 76.6 0.0 30.0 17.5 12.1 77.3 2.5 

7 物事はできぱきと片付けるほうである 27.3 32.7 3.8 74.0 2.8 26.3 25.5 8.2 75.4 0.9 

27. lltIJ作は活発なほうである 41.0 29.8 -3.1 69.2 -11.0 41.5 23.1 2.3 79.6 -13.0 

103 . 仕 ~]l十はマイペースでゆっくりやるほうである * 28.8 25.0 -0.2 69.0 -14.1 21.3 18.6 5.4 71.1 -11.1 

91.考えるより 、まず行動することが多い 35.5 15.4 -26.8 69.0 -49.3 29.0 9.5 -15.1 69.6 -58.6 

17 何かをするときにはいつもエネルギッシュなほうである 43.9 29.6 -4.7 65.7 -5.6 35.3 22.8 -0.8 63.1 4.2 

77 話したり歩いたりするときのテンポは速いほうである 26.9 0.6 10.8 56.5 0.4 25.2 -3.4 15.7 68.1 -3.3 

92 思い立つと、すぐ実行したくなる 24.1 -0.4 -7.1 51.5 -24.8 22.8 -1.6 -3.9 54.2 -34.1 

62.仕事などの速さを人と競争するのが好きである 20.2 -4.1 11.1 51.0 -4.0 12.7 -6.7 15.7 41.1 -4.3 

31 持久戦は苦手である 19.8 -12.6 -7.9 46.6 -24.2 22.6 -9.9 -1.7 55.1 -27.2 

58.じっとしているよりも、体を動かしている方がいい 25.5 12.9 -10.2 44.3 -8.0 30.5 13.1 -7.8 53.7 -12.9 
_.峰---・--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー-ー・・・・ー-ー・・・・・・・・・・・・ー司・・・ー-ーー・4圃司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

(尺度平均) 29.5 15.1 -2.0 62.9 -12.4 26.9 10.8 3.3 66.1 -14.5 

No 慎重性 |向 性 情 緒 論 理 活 動 慎 重 向性情緒論理活動慎重

86 ちょっと したことにも依重なほうである -26.9 -34.9 21.0 -21.1 82.1 21.3 -24.9 13.7 -22.7 87.6 

4 凡帳百iで何事もきちんとしなければ気が済まない 】 7.3 -14.1 12.1 3.4 78.9 ー7.0 -9.4 7.5 0.7 82.6 

96 何かする前にじっくり計画を立てるほうである 3.8 -1.5 24.2 -5.3 77.6 2.6 0.8 19.1 -7.8 79.7 

23 九帳商である 6.8 -10.1 13.3 2.6 74.2 -6.3 -6.0 9.8 0.0 78.5 

104 何事も納得がいくまでは容易に行動にlilられない ー32.6 -27.8 20.7 -34.4 67.4 -26.0 -22.9 17.0 -34.9 76.1 

53 実行する前に考え直してみることが多い 26.9 -23.7 24.1 -30.6 65.6 20.3 -16.0 20.0 -30.2 68.6 

71 何事もじっくり考えてみないと気が済まない ー12.7 -19.9 27.0 -13.0 64.8 -9.8 -17.1 19.2 -15.9 66.7 

75 用心深いほうである -22.4 -26.7 17.9 -16.8 59.9 -21.7 -19.4 13.1 -21.0 67.8 

67 何事もいいかげんにごまかすことができない 3.1 7.6 5.7 5.6 53.7 0.2 4.2 1.8 -0.3 53.5 

44 とかく物事を堅く考えがちである -29.8 -38.3 17.6 -27.8 52.4 24.7 -30.4 16.6 -24.8 55.5 

56.規則正しい生活が好きである 6.0 11.0 4.7 10.6 52.5 6.4 14.9 。。 6.6 48.4 

106 あれこれと考えを巡らして取越苦労をしやすい -28.0 -43.6 19.9 -26.3 49.8 22.1 -45.1 16.0 -23.6 54.5 
ーーー・・ーー-ー_.・ー---・・・ーーー圃曲ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー..----司--ー--ー--_-帽宇・ーー-----骨ーー・・ーー・--------・ー・・・・ーー・値・岨・・ー・・ー・

(尺度平均) ー15.7 -18.5 17.4 -12.6 64.9 13.0 -14.3 12.8 -14.5 67.9 

*は逆転項目，番号は項目番号

Table 9 5特性次元と気質類型のタイプとの特IW;I

'J1!i絡が
向性 一 ] 論理性 活動性 慎重性安定性

循環 ・高揚タイプ .571 
539 

.140 
205 

ー.067
-.078 

.470 

.458 
-.257 
-.301 

-・ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーー曲ーーーー
執着タイプ

分裂 ・敏感タイプ

独自タイ プ

粘着・緩俊タイプ

顕示タイプ

333 
.327 

ー。372
ー.349

ー.168
ー.171

ー.048
ー.064

.264 

.266 

数値は、上段が男性、下段が女性

008 
ー.041

-.658 
-.638 

-.508 
ー.584

ー.095
ー.101

ー.170
一.178

ー075
.161 

.142 

.112 

.190 

.152 

.266 

.274 

033 
058 

ー359
.277 

-.209 
ー.209

-.082 
-.065 

.018 

.091 

262 
229 

213 
233 

.211 

.195 

088 
041 

433 
501 

183 
247 



目的においては共通していることから，その狸論的

背景は異なるにしても結果的には両者は完全に独立

したものとはならないとも考えられる。このことが，

循環性気質型 ・高揚タイプと向性，分裂性気質型 ・

敏感タイプおよび独自タイプと情緒的安定性などに

認められた一部の関係として表れたとみることもで

きょう 。もちろん，本研究においては，使用項目の

重複という事情もあるため，両者の関係が明|僚化し

たとも考えられる。しかし，こ こで認められた相互

関係は，従来のパーソナリティ研究の結果からみて

も妥当な内部関連でもあり ，すべての特性次元が類

型と完全な独立性をもっというこ とは，現実的には

困難なことなのかもしれない。結局，こ こで重要な

ことは，た とえば類型論的にみて循環性気質型の人

は特性論的にみて外向的な人が多いことは否定でき

ない事実であるとしても，循環性気質型だから外向

的であるとは限らないというように，類型と特性の

両方の観点から記述説明することによってパーソナ

リティをより包括的に理解することができるという

点であろう 。

研究皿:気質類型・性格特性測定尺度の信頼性の検討

目 的

研究 Iおよび 日で標準化された気質類型と性格特

性を測定する各尺度について，その信頼性を検討す

る。

方法

信頼性の検討は，再検査法による。具体的には，

木研究で標準化された尺度を構成する項目群を印刷

した質問紙を，同ーの被験者群に 1-2か月程度の間

隔をおいて 2度実施し，各尺度 (気質類型では基本

項目プラスタイプ測定項目)の得点の両検査問での

相関を求めた。

被験者 大学生男子726名，女子373名 (2回の検査

の両方に回答したもの)。

結果

再検査法による各尺度の信頼性係数をTablelOに

示す。すべての尺度において信頼性係数が0.8から0.9

を示しており ，信煩性が高いことがわかる。
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考察

心理検査の信頼性を確認するための一般的な方法

である再検査法を行った結果，一定の水準の信頼性

係数を得た。ここで信頼性係数の数値について考え

てみると，一般的に，能力を測定する検査 (例えば

知能検査)に比べて，パーソナリティを測定する検

査の方が信頼性係数が低くなる傾向があるといわれ

ている。これはパーソナ リティ検査の方が信頼性が

低いことを意味しているわけではなく，測定してい

る対象の性質の違いが反映されている と考えるべき

である。すなわち，成人を対象にした場合，一定の

期間内では，能力にはほとんど変動が表れないのに

対して，パーソナリティ傾向には環境的要因による

影響があり ，個々のパーソナリティ傾向 (項目レベ

/レ)に関してはある程度の変動がありうるためであ

る。このような点を考慮、してみる と，ここで得られ

た信頼性係数の値は十分満足することができるもの

といえよう 。また，気質類型に関しては，実際上は

基本項目の尺度とタイプ測定項目の尺度を合わせた

ものを扱っているので，単一次元による尺度に比べ

て信頼性係数の値は理論的にみて当然{尽くなる傾向

がある。それを考慮に入れて考えると，ここでの気

質類型の尺度の信頼性は，かなり 高いものというこ

とができる凶)。

なお，妥当性についてであるが，気質類型関連尺

度は， 3気質類型 ・複合構造モデ、/レを構築する過程

において，理論的ならびに臨床的に十分な検討が行

われており ，実際の測定結果についても従ニ来のパー

ソナリティ類型論で記述されたノfーソナリティ像と

対応していることから，ほぼ保証されていると考え

られる。また，性格特性次元尺度は，その背景となっ

たVPIならびに BigFiv巴関連研究によって碓認さ

れている。したがって，本研究では改めて検討する

ことは省略した。

全体的考察

本研究の目的は，パーソナリティの新しい類型モ

デ、ルを構築するとともに，それを反映した類型論と

特性論を統合した質問紙法検査を作成することであっ

注 6) この結果は，パーソナリティ測定尺15Iによる行白動の予測に関する単一行動基準と多重行動基準の問題と結びつけて考えると興

味深い示唆が得られる。すなわち，行動とパーソナリティiJllIl支の|別に高い相関が認められるのは複数の行動を考!志した場合(多

箆行動基準)であることが報告されているが CWeigel& Neuman， 1976など)，類型尺度の方が特性尺度に比べて内容的に

より多くの行動傾向を含んでいることから，類型概念は多箆行動基準の指標である と考えることもできるであろう 。
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Table 10 気質類型11・性格特性次元同尺度の信頼性係数

男性 女性

循若君性 ・高揚タイプ 891 .893 
執着タイプ 855 .856 

分裂性 ・敏感タイプ .883 .886 
独自タイプ 875 .876 

粘着性 ・緩慢タイプ 822 .838 
顕示タイプ 807 .828 

|古l 担1: .871 878 
情緒的安定性 .851 .876 
三1きH之I、IJ 活! 悩♂ .848 834 
活 [OJ 性 .873 .894 
' Ii~ 箆 性 。887 .917 

た。

類型モテ、/レの設定については，従来の 3気質類型

モテ、/レを基本として， 一般大学生のデータを用いて，

3気質類型 ・複合構造モデルを構築した。このモデ

ルは 3つの基本的気質類型が，それぞれ基本(共

通)特徴と2つの表面的には異なる特徴をもっ下位類

型によって機成されている と考えるもので，こうし

た構造的な理解によって，従来の類型論にみられた

理論的矛盾や検査理論との整合性の悪さを説明する

ことが可能になった。また，一般の被験者をデータ

に用し、たモデルで、ありながら，精神病理学的に記述

されたさまざまなパーソナリティ像、に対応させるこ

とが可能であり，対象の正常異常にかかわらないパー

ソナリティの基本類型を説明するモデルとしての妥

当性が示唆された。これによって，これまでパーソ

ナリティ研究の分野では古典的なものと見なされが

ちであった類型論が，適切な類型モデノレを使用する

ことを前提にすれば，パーソナリティの理解におい

て有効であることが再確認された。

一方，類型論と特性論を統合する考え方について

は，すでにVPI作成日寺に提示したように，類型とい

う質的相違を示す概念と特性という量的相違を示す

概念との本質的な違いを反映するために，まず個人

のパーソナ リティ類型を判定し，その上で性格特性

次元上のプロフィールをみていくという考え方をとっ

ている。 したがって，そこでは同じ類型に判定され

ても特性プロフィーノレが呉ュなる場合もあれば，特性

プロフィールが類似していながら類型は異なるとい

う場合も考えられる。このような考え方は，従来一

般的であった特性の上位概念として類型を位置づけ

ることで両者を統合するという考え方とは根本的に

異なるものである。仔IJえばEysenckなどに典型的に

みられるような階層格造では，“bottom-up"的なパー

ソナリティ構造が仮定されており，特性次元上のプ

ロフィ ーノレのパターンによって類型が決定されるこ

とになるのであるが，本研究で提示した類型と特性

の統合についての考え方は，類型と特性次元を独立

に考え，個人のパーソナリテ ィの類型による位置づ

けをさらに特性次元上のプロフィーノレによって個別

化するとともに，特性次元上の傾向の表現型的ニュ

アンスを属する類型によって色づける という 相互浸

透的な関係が仮定されているのである。そして，関

連研究で明らかにされた傾向を参考に，基本 3気質

類型の位置づけを重視し，特性次元上に表れたパー

ソナリティ傾向という“部分"に，気質類型という

“全体性"が含まれているという自己相似的入れ子構

造を想定することによって，これをパーソナリティ

のフラクタノレ性として数学的に理論化することが可

能になると考えられる。こうした考え方は，すでに

VPIの作成段階においである程度表明されていたが，

類型概念に 3気質類型 ・複合構造モテ、/レを適用した

今回の研究によって，さらに明確化したと いえよう c

この結果をもとに，今回標準化された尺度による質

問紙法検査を“類型 ・特性統合検査 (Type-Trait 

lntegrated Questionnaire略称TTIQ)"とl呼ぶこ

とにする。

以上のように，類型論的アプロ ーチと特性論的ア

プローチの合理的な統合によって，客観的な標準化

された指標を使用しながら，パーソナリティの個別

的記述(測定)が可能になった。これはノξーソナリ

ティ研究における究極の課題の一つである個性記述

的アプロ ーチと法則定立的アプロ ーチをともに満足

させたパーソナリティ理論ということもできるであ

ろう 。

なお，今後の課題としては，理論的にはパーソナ

リティのフラクタル性に関する数理モデ、ルの検討が

残されていると ともに， 実践的には大学生以外の対

象(特に20歳台後半以降の年齢層)のデータ を収集

し，年齢段階別襟準化を行うことによって本検査の

適用範囲を拡大することが残されている。

付記

本研究に関するデータ収集は，(株)日本経営協会総合

研究所の協力を得ている。なお，標準化のためのデータ収

集期間は，1992"1三4月l日から 9JBO日の6ヶ月間である。
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